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11月のイベントのご案内
平成30年度決算状況
11月12日～ 25日は「女性に対する
暴力をなくす運動」期間

「はやぶさ2」2分の1モデルが
星の文化館にお目見え

　星の文化館で10月5日㈯からJAXA（宇宙航空研究開発機構）
の小惑星探査機「はやぶさ2」2分の１サイズの模型の常設展示
が始まりました。関係者によるテープカットが行われ、集まった天
文ファンは「はやぶさ2」の模型に見入っていました。「はやぶさ2」
は小惑星リュウグウに今年2月と7月に着陸に成功し、来年12月
に地球へ帰還予定です。
　九州本島内1の口径100㎝の反射望遠鏡を備える星の文化館と
八女市では、「宇宙を身近に感じてほしい」とJAXAから設計図の
提供を受けて本物を忠実に再現。「はやぶさ2」の模型を常設展示
するのは、JAXAの関連2施設以外では全国で初めてです。
　同日、星野総合保健センターで、JAXAの野口一秀さんを講師
に迎え「小惑星探査機『はやぶさ』が私たちに教えてくれたこと」
題し講演会が行われました。会場には150人近くが詰めかけ、宇
宙のロマンの話に耳を傾けました。

星の文化館のイメージ
キャラクター「ホッシー」

【星の文化館】
八女市星野村 10828-1（☎ 52・3000）
◦開館時間＝[ 月・土・日・祝 ]10:30 ～ 22:00（最
終入館 21:30) ／ [ 水・木・金 （および夏休み
中の火曜）]13:00 ～ 22:00（最終入館 21:30）
◦火曜日休館◦料金 [ 一般 ] 大人 500 円、小
学生 300 円、幼児（4 ～ 6 歳）100 円

「はやぶさ2」モデル展示のテープカット

講演会には多くの天文ファンが集まりました
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今
年
で
35
回
目
を
迎
え
る
「
八
女

矢
部
ま
つ
り
」。
今
回
も
楽
し
い
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
を
は
じ
め
、
矢
部
村
で
と

れ
た
新
鮮
野
菜
の
販
売
や
、
特
産
物

等
が
当
た
る
入
場
者
抽
選
、宝
さ
が
し
、

卵
が
も
ら
え
る
コ
ケ
ッ
コ
競
鶏
レ
ー
ス

な
ど
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ

ん
で
す
。
ま
た
、
今
年
は
５
年
に
１
度

の
八
女
津
媛
神
社
の
浮
立
公
開
の
年
で

す
。
16
日
㈯
は
矢
部
小
・
中
学
生
に

よ
る
浮
立
、
17
日
㈰
は
氏
子
に
よ
る
浮

立
が
公
開
さ
れ
ま
す
。
山
里
の
秋
、
楽

し
さ
い
っ
ぱ
い
の
八
女
矢
部
ま
つ
り
に
、

ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

⃝

期
日
＝
11
月
16
日
㈯
・
17
日
㈰

⃝

場
所
＝
矢
部
川
源
流
公
園

▽
11
月
16
日
㈯

◦
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
＆
セ
レ
モ
ニ
ー
農
林

産
物
品
評
会
表
彰
〈
10
時
～
〉

◦
八
女
消
防
本
部
音
楽
隊
演
奏
〈
11
時

～
〉
◦
も
ち
ま
き
大
会
〈
11
時
30
分
～
〉

◦
八
女
津
媛
神
社
浮
立
（
矢
部
小
中
学

生
）〈
13
時
～
〉
◦
公
卿
唄・木
挽
き
歌・

山
師
音
頭
（
矢
部
民
謡
を
伝
承
す
る

会
）〈
14
時
～
〉◦
郷
土
芸
能「
石
づ
き
」

〈
14
時
30
分
～
〉◦
宝
さ
が
し〈
15
時
～
〉

▽
11
月
17
日
㈰

◦
飯
干
太
鼓
〈
10
時
30
分
～
〉
◦
も
ち

ま
き
大
会
〈
11
時
～
〉
◦
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
（
サ
タ
デ
ー
太
鼓
フ
ィ
ー
バ
ー
ズ
）

〈
11
時
30
分
～
〉
◦
歌
と
踊
り
（
矢
部

村
文
化
連
盟
）〈
12
時
～
〉
◦
八
女
津

媛
神
社
浮
立
（
八
女
津
媛
神
社
浮
立

保
存
会
）〈
13
時
30
分
～
〉
◦
も
ち
ま

き
大
会
〈
14
時
10
分
～
〉
◦
郷
土
芸

能
「
石
づ
き
」〈
14
時
30
分
～
〉
◦
宝

さ
が
し
〈
15
時
～
〉
◦
農
林
産
物
品
評

会
即
売
会
（
15
時
～
）

▽
16
日
・
17
日
共
通

【
ふ
る
さ
と
自
慢
大
集
合
】

新
鮮
青
空
市
場
、
ふ
る
さ
と
の
味
コ
ー

ナ
ー
、
焼
き
芋
コ
ー
ナ
ー
、
生
涯
学
習

コ
ー
ナ
ー

【
チ
ャ
レ
ン
ジ
イ
ベ
ン
ト
】

特
産
物
が
当
た
る
入
場
者
抽
選
、
コ

ケ
ッ
コ
競
鶏
レ
ー
ス
、
重
さ
当
て
ク
イ

ズ
、
木
工
広
場
（
木
工
キ
ッ
ト
販
売
）

八
女
矢
部
ま
つ
り

　
令
和
元
年
の
今
年
は
、
八
女
津
媛
神
社

創
建
（
７
１
９
年
）
か
ら
１
３
０
０
年
の
記

念
の
年
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
５
年
に
１
度

の
浮
立
公
開
年
で
、
神
社
境
内
で
の
奉
納

お
よ
び
八
女
矢
部
ま
つ
り
で
の
公
開
を
行
い

ま
す
。
※
矢
部
ま
つ
り
会
場
か
ら
八
女
津
媛
神

社
へ
の
無
料
送
迎
あ
り
（
９
時
～
13
時
）。

⃝

期
日
＝
11
月
17
日
㈰
▽
９
時
30
分
～
道

囃
子
▽
10
時
～
八
女
津
媛
神
社
境
内
奉
納

公
開
▽
13
時
30
分
～
八
女
矢
部
ま
つ
り
会

場
（
矢
部
川
源
流
公
園
）
公
開

⃝

場
所
＝
八
女
津
媛
神
社
、矢
部
ま
つ
り
会
場

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
矢
部
支
所
総
務
課

（
☎
４
７
・
３
１
１
１
）

今年は創建1300年、5年に1度の浮立公開

「八女津媛神社の浮立」

　八女津媛神社浮立は、神社に五穀豊穣や無病息災を祈願し、その御願成
就に奉納する行事です。浮立は県内でも最大規模の祭りで、筑後地方に伝
わる風流の集大成された形と考えられています。祭りは、七戸の神課（神家）
によって代表され、編成は、笛方、真法師、太鼓打、小太鼓打、鉦打、むらし、
猿面、御幣持などのほか、思い思いに仮装した老若男女が囃子方に多数参
加します。現在は小中学生が毎年 11 月の矢部まつりに披露しています。八
女津媛神社の氏子による本来の浮立は、5 年に 1回公開奉納されています。

八女津媛神社の浮立とは……

11/17
㈰

11/16㈯
～17 ㈰

矢部川源流公園
（矢部村北矢部

字鬼塚）

日
時
：
11
月
17
日
㈰

　
　
　
　
９
時
30
分
～
16
時

場
所
：
元
笠
原
小
学
校
跡

第
34
回
笠
原
ま
つ
り

だ
っ
で
ん
祭

だ ご 汁、 い
も ま ん じ ゅ
う、 ヤ マ メ
の 塩 焼 き、
焼き鳥など、
笠 原 ならで
は の ソウ ル
フード。タカッポ酒を飲み
ながら、ステージイベント
をお楽しみください。

◦主催：笠原まつり実行委
員会◦案内：小森さん（☎
090・4775・3928）

問
い
合
わ
せ
＝
矢
部
支
所
建
設
経

済
課
（
☎
２
４
・
９
１
４
３
）

11
月
の 

イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内
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【
記
念
講
演
】

『
岩
戸
山
古
墳
石
馬
か
ら
み
た
磐

井
の
馬
ー
馬
具
と
馬
飼
集
団
か

ら
み
た
磐
井
の
乱 

』

　

岩
戸
山
古
墳
か
ら
出
土
し
た

と
さ
れ
る
石
馬
に
は
、
リ
ア
ル
な

表
現
で
当
時
の
馬
具
が
彫
刻
さ

れ
て
い
ま
す
。
当
時
の
継
体
王

権
が
全
国
の
有
力
豪
族
に
配
布

し
た
国
産
馬
具
を
か
た
ど
っ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
中
で

も
頂
点
に
位
置
す
る
豪
華
な
馬

装
が
推
定
さ
れ
ま
す
。
継
体
大

王
の
有
力
同
盟
者
で
あ
っ
た
磐

井
が
な
ぜ
乱
を
起
こ
す
に
至
っ
た

の
か
、「
馬
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

考
え
ま
す
。
参
加
費
無
料
。

◦
日
時
＝
11
月
16
日
㈯
13
時
30

分
～
15
時
20
分

◦
場
所
＝
岩
戸
山
歴
史
文
化
交

流
館
「
い
わ
い
の
郷
」

◦
講
師
＝
桃
﨑
祐
輔
さ
ん(

福
岡

大
学
人
文
学
部
歴
史
学
科
教
授
）

◦
定
員
＝
１
２
０
人
（
先
着
順
・

要
事
前
申
込
）

【
体
験
イ
ベ
ン
ト
】

　

九
州
地
方
に
数
多
く
の
装
飾

古
墳
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

古
代
人
が
描
い
た
も
の
に
よ
り
、

私
た
ち
に
多
く
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

伝
え
て
く
れ
ま
す
。
凝
灰
岩
に

実
際
に
絵
を
描
い
て
み
る
こ
と

で
、
古
代
人
へ
の
思
い
を
馳
せ
ま

す
。

◦
日
時
＝
11
月
17
日
㈰
10
時
～

12
時

◦
場
所
＝
岩
戸
山
歴
史
文
化
交

流
館
「
い
わ
い
の
郷
」

◦
定
員
＝
20
人
（
先
着
順
・
要

事
前
申
込
）

◦
参
加
費
＝
８
０
０
円

※
開
館
４
周
年
企
画
展
、
ク
イ

ズ
ラ
リ
ー
は
12
月
８
日
㈰
ま
で

開
催
中
で
す
。
詳
し
く
は
10
月

15
日
号
の
「
広
報
八
女
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ま
の
ご
来

館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

葦
葺
き
屋
根
の
た
た
ず
ま
い
と
清
ら
か
な
水
が
流

れ
る
男
ノ
子
焼
の
里
で
、
秋
の
新
作
陶
器
展
示
即
売

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
会
場
で
は
、
陶
器
の
展
示
販

売
だ
け
で
な
く
、れ
ん
げ
米
、み
か
ん
、山
太
郎
が
に（
川

が
に
）
な
ど
の
里
山
で
と
れ
た
秋
の
味
覚
の
品
々
が
販

売
さ
れ
ま
す
。
秋
の
里
山
景
観
散
策
と
合
せ
て
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
11
月
16
日
㈯
９

時
～
16
時

◦
場
所
＝
男
ノ
子
焼
の
里

（
立
花
町
北
山
男
ノ
子
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
男
ノ
子

焼
の
里
保
存
会
事
務
局

（
☎
２
２
・
８
０
２
３
）

◦
期
日
＝
12
月
１
日
㈰

◦
受
付
時
間
＝
９
時
30
分

～
45
分
、
10
時
ス
タ
ー
ト

◦
場
所
＝
く
つ
ろ
ぎ
の
森

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
八
女

◦
参
加
料
＝
千
円
（
弁
当
、

温
泉
入
浴
券
込
み
）

◦
定
員
＝
先
着
50
人

◦
参
加
資
格
＝
健
康
に
自
信
の
あ
る
人

◦
募
集
締
切
＝
11
月
19
日
㈫

◦
内
容
＝
森
の
案
内
人
と
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
八
女

全
て
の
森
林
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド
を
歩
き
ま
す
。

ど
ん
ぐ
り
拾
い
の
小
道
～
泉
と
小
島
へ
の
散
歩

道
～
熊
笹
と
湖
の
小
道
（
約
７
・
５
㎞
）

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
黒
木
支
所
産
業
経
済

課
（
☎
４
２
・
１
１
１
５
）

　八女市田崎廣助美術館は、長野県軽井
沢にある田崎美術館から田崎画伯の作品
を借り入れて定期的に展示替えを行って
います。今回は昭和 42 年（1967 年）日
本芸術院会員・日展常任理事となられた
記念すべき年に描かれた「晩秋の阿蘇山」

（第 10 回日展出品）をはじめ、新規に借
り入れた作品を展示する予定です。田崎
の世界観を満喫できる作品と必ず出会え
ることと思います。八女市田崎廣助美術
館に気軽にお越しください。

男
ノ
子
焼
の
里

秋
の
み
の
り
・
陶
芸
ま
つ
り

セ
ラ
ピ
ー
ウ
オ
ー
ク

く
つ
ろ
ぎ
の
森

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
八
女

開館４周年記
念講演・体験
イベント

岩戸山歴史文化交
流館「いわいの郷」

待
望
の「
晩
秋
の
阿
蘇
山
」

が
八
女
に
や
っ
て
き
ま
す

常設展示が11/21から生まれ変わります

八女市田崎廣助美術館

「晩秋の阿蘇山」（1967年）111.0×144.0

※展示作品入れ替えに伴い 11 月 8 日㈮
～ 20 日㈬の期間は臨時休館とします。

◦問い合わせ＝八女市田崎廣助美術館
（立花市民センター内／☎２４・８３０４）
◦開館＝ 9 時～ 17 時 15 分（入館は 17 時
まで）月曜休館※祝日の場合は翌日
◦入館料＝無料

◦申込・問い合わせ
＝岩戸山歴史文化交
流館「いわいの郷」（☎
24・3200/n24・
3210) ※月曜休館

『
凝
灰
岩
に
絵
を
か
こ
う
』
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▼平成 30 年度歳入 370億8,617万円

繰入金
23億7,454万円

（6.4％）

繰越金
12億1,925万円（3.3％）

その他
15億1,201万円

（4.1％）

譲与税・交付金等
18億7,084万円（5.1％）

家庭の収入 市の収入 割合

給料（基本給） 6 万 6 千円
市税 69 億１千万円

21.9%使用料・手数料・分担金・
負担金・諸収入 12 億円

給料（諸手当） 11 万 6 千円
地方交付税 125 億円

38.8%
地方譲与税・各種交付金 18 億 7 千万円

親からの援助 6 万 1 千円 国県補助金 75 億 5 千万円 20.3%
その他の臨時収入 ２千円 寄付金・財産収入 3 億円 0.8%
ローン（借入金） 2 万 6 千円 市債 31 億 5 千万円 8.5%
貯金の取り崩し １万 9 千円 繰入金 23 億 8 千万円 6.4%
前月の残金 1 万円 繰越金 12 億 2 千万円 3.3%

収入計 30 万円 歳入計 370 億 8 千万円 100%

家庭の支出 市の支出 割 合
食費 ３万８千円 人件費 47 億 3 千万円 13.2%
医療費や子どもの学費 ５万６千円 扶助費 70 億円 19.5%
ローンの返済 ２万９千円 公債費（※ 1） 35 億 5 千万円 9.9%
光熱水費などの雑費 ３万６千円 物件費 44 億 4 千万円 12.4%
車などの修理費 ２千円 維持補修費 ２億 4 千万円 0.7%
親戚への援助など ３万３千円 補助費等 41 億 5 千万円 11.5%
貯金 ８千円 積立金 9 億 5 千万円 2.7%
生命保険など ６千円 投資 ･ 出資 ･ 貸付金 7 億１千万円 2.0%
子どもへの仕送り ３万２千円 繰出金 39 億１千万円 10.9%
自宅の増改築や家財道
具の購入 4 万 6 千円 普通建設事業費 56 億 8 千万円 15.8%

壊れた持ち物の再購入 ４千円 災害復旧事業費 5 億 2 千万円 1.4%
支出計 29 万円 歳出計 358 億 8 千万円 100%

翌月に使えるお金 １万円 余剰金 12 億円

▼八女市の財政を家計に例えたら（H30年度決算）
平成30年度の一般会計決算額を１月当たりの収入30万円の家計に置き換えてみました。

決
算
状
況

八
女
市
で
は
条
例
に
基
づ
き
、
毎
年
5
月
と
11
月
に
市
の
財
政
状
況
を

公
表
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
平
成
30
年
度
の
決
算
の
内
容
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
広
報
紙
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
つ
い
て
簡
素
化
し
て
掲

載
し
て
い
ま
す
が
、
詳
し
い
決
算
の
内
容
に
つ
い
て
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
「
財
政
状
況
」
お
よ
び
財
政
課
内
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
財
政
課
財
政
係
（
☎
２
３
・
１
３
４
６
）

平成
30年度

歳入

地方交付税
125 億 344 万円

　（33.7％）

国県支出金
75億
  5,011万円
　 （20.3％）

市税
69億1,085万円
　 （18.6％）

市債
31億4,513万円
　 （8.5％）

※ 1 市の場合、借入金の元利償還金の返済（公債費）にあたっては、その一部が国から地方交付税として交付されます。
よって、市の実質負担は小さくなります。

※自主財源 (32.4%) 
　家＝9 万 7 千円 
　市＝120 億１千万円

※依存財源 (67.6%) 
　家＝20 万 3 千円 
　市＝250 億 7 千万円

※義務的経費（42.6％） 
　家＝12 万 3 千円 
　市＝152 億 8 千万円

※その他の経費（40.2％） 
　家＝11万 7 千円
   市＝144 億円

※投資的経費（17.2％）
    家＝ 5 万円
    市＝ 62 億円

依存財源の内、国・県
の補助金等を活用した
財源（59.1％）
　家＝17 万 7 千円
　市＝219 億 2 千万円
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平
成
30
年
度
は
、国
県
の
補
助

事
業
等
の
財
源
を
効
果
的
に
活
用

し
な
が
ら
自
主
財
源
を
有
効
に
使

い
、
財
政
の
安
定
運
営
を
進
め
、

財
源
の
重
点
的
な
配
分
を
行
い
ま

し
た
。
少
子
高
齢
化
対
策
、
安
心

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
、
乳

幼
児
・
こ
ど
も
医
療
対
策
事
業
、

観
光
の
振
興
、過
疎
対
策
や
定
住

促
進
な
ど
の
事
業
を
推
進
し
て
き

ま
し
た
。

　
一
般
会
計
決
算
額
は
歳
入
３
７

０
億
８
６
１
７
万
円
、
歳
出
３
５

８
億
８
３
６
１
万
円
で
、
差
し
引

き
12
億
２
５
６
万
円
と
な
り
ま

す
。こ
れ
か
ら
翌
年
度
へ
繰
り
越

し
た
事
業
に
あ
て
る
財
源
2
億
３

６
３
０
万
円
を
差
し
引
き
、
実
質

収
支
で
９
億
６
６
２
６
万
円
の
黒

字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。こ
の
内

か
ら
1
億
円
を
財
政
調
整
基
金
に

積
み
立
て
、
残
り
の
黒
字
額
８
億

６
６
２
６
万
円
を
令
和
元
年
度
の

財
源
に
充
当
し
ま
し
た
。

　

健
全
化
判
断
比
率
お
よ
び
資
金

不
足
比
率
は
、平
成
30
年
度
の
決

算
状
況
を
法
律
に
基
づ
き
全
国
統

一
の
指
標
と
し
て
計
算
し
た
も
の

で
、
基
準
を
超
え
た
場
合
は
、
財

政
健
全
化
計
画
を
策
定
し
、計
画

的
に
健
全
化
に
向
け
て
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
八
女
市

は
、
国
が
示
し
て
い
る
基
準
を
下

回
っ
て
お
り
、
地
方
公
営
企
業
の

資
金
不
足
も
生
じ
て
い
ま
せ
ん
。

▽
実
質
赤
字
比
率
「
－
」に
つ
い
て

は
、普
通
会
計
（
一
般
会
計
・
住
宅

新
築
資
金
等
貸
付
事
業
費
特
別

会
計
・
矢
部
診
療
所
特
別
会
計
）

に
お
い
て
黒
字
で
あ
る
こ
と
を
意

味
し
て
い
ま
す
。▽
連
結
実
質
赤

字
比
率
「
－
」に
つ
い
て
は
、
普
通

会
計
に
そ
の
他
の
特
別
会
計
を
含

め
た
数
値
が
黒
字
で
あ
る
こ
と
を

意
味
し
て
い
ま
す
。▽
実
質
公
債

費
比
率
は
、そ
の
年
度
の
標
準
財

政
規
模
に
対
し
て
起
債
（
借
金
）

の
返
済
額
（
公
営
企
業
分
や
一
部

事
務
組
合
の
起
債
を
含
む
）の
割

合
を
出
し
た
も
の
で
す
。▽
将
来

負
担
比
率
「
－
」に
つ
い
て
は
、
負

債
に
充
て
る
た
め
の
財
源
が
負
債

額
を
上
回
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し

て
い
ま
す
。

財政用語の解説
【地方交付税】所得税など
国が徴収した税金の中か
ら、市の財政状況に応じて
交付されるお金
【国県支出金】事業など特
定の目的の費用として、国・
県から交付されるお金
【市債】大きな事業を行う
ために、国や金融機関から
借り入れるお金
※借入は、内容に応じてそ
の元利償還金に対して、交
付税措置があります。（例：
過疎対策事業債70％など）
【自主財源】市町村税など
自主的に収入する財源
【依存財源】他に依存する
形で調達する財源
【義務的経費】支出するこ
とが制度的に義務づけられ
ている経費のこと。人件費、
扶助費、公債費の３つから
なる。
【投資的経費】道路、橋り
ょう、公園、学校、公営住宅
の建設等社会資本の整備等
に要する経費

◉
決
算
の
状
況

◉
健
全
化
判
断
比
率（
表
１
）

平成 30年度決算状況をお知らせします

実質赤字
比率

連結実質
赤字比率

実質公債
費比率

将来負担
比率

八女市 － － 8.8 －
早期健全化基準 12.51 17.51 25.0 350.0 
国の財政再生基準 20.00 30.00 35.0 

▼健全化判断比率（表1）

※実質赤字額および連結実質赤字額がなく、将来負担比率は
算定されないため、数値は「 ー 」と表示しています。

（単位：％）

▼平成 30 年度歳出 358億8,361万円

その他
8億2,267万円（2.3％）

消防費（防災や消防に）
12億4,649万円（3.5％）

商工費（商工業・観光の振興に）
10億1,091万円（2.8％）

公債費
(借入金の返済に)
35億4,956万円（9.9％）

民生費
（福祉や子育て
支援に）
122億5,241万円

　 （34.2％）

総務費
（行政の運営に）
  45億6,217万円
　（12.7％）

     (道路や公 園
　等の維持・整備に) 
42億5,906万円 
   　 （11.9％）

土木費

教育費（学校整備や教育振興に）
32億3,767万円
 （9.0％）

農林水産業費
（農業・林業等の振興に）
25億5,911万円

（7.1％）

衛生費（ごみ処理や市民
の健康増進に）
23億8,356万円（6.6％）

扶助費
70億632万円

（19.5％）

普通建設事業費
56億8,109万円
　　（15.8％）

人件費
47億
2,807万円　

（13.2％）

  物件費
44億
4,132万円　
　（12.4％）

補助費等
41億4,520万円
　 （11.5％）

繰出金
39億834万円

（10.9％）

公債費
35億4,990万円

（9.9％）

その他
24億2,337万円

（6.8％）

歳出
（性質別）

歳出
（目的別）
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◦乗合タクシー運行事業…
                              7,658 万円
◦道路・河川改良事業…
                      14 億 3,055 万円

◦防災対策事業…2,794 万円
◦防災士育成事業…304 万円
◦消防関係施設設備等整備事業 
                           …  6,380 万円

快 適で安全・安心な暮らしを支える都市基盤づくりと都市機能

◦八女市健康ポイント事業…256 万円
◦各種がん検診委託事業…7,673 万円
◦介護予防事業…2 億 164 万円
◦子ども医療対策事業…1 億 6,382 万円
◦やめっこ夢祝金支給事業…3,067 万円
◦やめUIターン子ども応援手当支給事業…516 万円
◦路線バス通学定期補助事業　…1,143 万円
◦子どもの学習支援事業…112 万円

少 子・高齢社会に対応し、自分らしく、
安心して暮らせるまちづくり

　乳幼児の入院・通院に係る医療費の助成、小・中学生
の入院に係る医療費の助成、小学生の通院に係る医療
費の一部を助成すること加え、平成30年10月から中
学生の通院（一部自己負担あり）まで対象を拡大し、さ
らなる福祉の増進を図ることができました。

◦新規就農促進支援事業…9,115 万円
◦八女材普及促進住宅資材助成事業…3,780 万円
◦新規創業者及び新事業展開補助事業…820 万円
◦伝統工芸等継承者育成事業…100 万円
◦伝統工芸品情報発信事業 …1,155 万円

地 場産業・観光の振興と地域資源を
活かした新産業創出、雇用の確保

　世界で活躍するデザイナーが八女市の伝統工芸の製作
に携わる職人10人の工房を訪問。職人の技術・技法を
学び、デザイナーと職人がコ
ラボレーションして新商品を開
発する取り組みに対して、通
訳の配置やWiFi 環境の整備等
の支援を行いました。
　また、インバウンド対策とし
て八女伝統工芸館のホームページリニューアルを行い、八
女伝統工芸品の情報発信を行うことで、海外からの観光
客誘致に向けた取り組みを行いました。

防災士育成事業

◦空き家バンク事業 …2,181万円
◦若年世帯家賃等支援補助事業…4,921万円
◦マイホーム取得支援事業…5,054万円
◦移住・定住支援センター事業…648万円
◦浄化槽設置整備事業…1 億 279 万円
◦高齢者運転免許証自主返納支援事業…511万円

人 と自然にやさしく、暮らしやすい
生活空間づくり

　自主防災組織および消防団から受
講者を選出していただき、2日間か
けて防災士養成講座を実施しました。
地域において、災害時や平常時に中
心となって活動する防災士を48人
育成することができました。

新規就農促進支援事業

伝統工芸品情報発信事業

　63人の新規就農者に対し農業次世代人材投資資金を
交付し、新規就農者の定着と経営の発展を図りました。

PickUp!

PickUp!

PickUp!

PickUp!

PickUp!

PickUp!

　平成30年度から八女市高齢者運転免許証自主
返納支援事業を開始し、426人に対し八女市タク
シー共通回数券を交付しました。

　空き家情報の公開や現地見学、不動産業者等の連
携を図り、空き家の利活用および移住定住促進を図
りました。また、企
業版空き家バンク事
業として、地域しご
とづくり拠点施設「愛
称：南仙荘」を整備
しました。

空き家バンク事業

高齢者運転免許証自主返納支援事業

子ども医療対策事業

　40歳以上の市民を対象に、健康ポイント事業を実施。
健康への関心を高め、特定健診・特定保健指導・がん

検診などへの積極的な
受診や、スポーツ・健
康づくり・介護予防な
どの教室や講座への参
加を促し、医療費の抑
制や健康寿命の延伸に
取り組みました。

　子どもたちに学習支援と居場所づくりを行うことにより、
学力向上とともに基本的生活習慣の定着に努めました。

PickUp!

PickUp!

八女市健康ポイント事業

子どもの学習支援事業

Ｈ３０年度 こんな仕事をしてきました
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会計名 歳入 歳出 差引

国民健康保険
事業費 90億7,287円 88億4,983万円 2億2,304万円

簡易水道
事業費 1億9,175万円 1億8,101万円 1,074万円

住宅新築資金
等貸付事業費 209万円 8,798万円 △8,589万円

下水道事業 12億9,259万円 12億8,566万円 693万円

介護保険
事業費 78億3,313万円 75億1,412万円 3億1,901万円

後期高齢者
医療  10億2,396万円 10億2,041万円 355万円

農業集落
排水事業 　　8,860万円 8,520万円 340万円

矢部診療所 8,206万円 7,005万円 1,201万円

黒木町串毛
財産区 122万円 1万円 121万円

黒木町木屋
財産区 873万円 81万円 792万円

■平成30年度特別会計決算状況

平成 30年度決算状況をお知らせします

■一般会計市債・基金残高の推移

注：平成30年度までは決算、令和元年度は見込み
　市債(市の借金)の残高は、令和元年度末には277億円と
なる見込みです。
　基金(市の貯金)の残高は、令和元年度末には171億円と
なる見込みです。

（単位：億円）

268 277
290 281 273 270

171
192218 218 219 203

Ｈ26 27 28 29 30 Ｒ1

350

300

250

200

150

100

50

基金残高

市債残高

　八女東部スポーツ公園（グリーンフィールド
八女）に屋根付き観客席の整備を行ったことで、
スポーツ拠点施設としての環境を高めることが
できました。大規模サッカー大会などさまざま
な大会を誘致することがこれまで以上により可
能となりました。

　市民アンケートや市民懇談会等を実施しなが
ら、基本方針や新庁舎の必要機能・規模、建
設場所等を取りまとめた基本計画を策定しまし
た。併せて、来庁者が利用しやすい窓口空間や
職員が働きやすい執務環境等を実現するための
現状調査を実施しました。

市 民とともに歩み、市民とともに
進めるまちづくり

◦学力向上推進事業…8,931 万円
◦入学祝金事業…4,223 万円
◦八女市奨学金…1,147 万円
◦八女東部スポーツ公園施設整備事業   
                      …4,930 万円

◦まちづくり協議会等の育成・支援
                        …2,868 万円
◦庁舎建設事業 …2,183 万円
◦都市交流事業…690 万円

生きる力の育成と豊かな心を育てる
まちづくり

PickUp!

PickUp!

（年度）

庁舎建設事業

八女東部スポーツ公園施設整備事業
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滞
納
を
放
置
せ
ず
、一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。
災
害

や
事
業
の
休
廃
業
、
失
業
、
本
人
や
家
族
の
疾
病
等

の
特
殊
な
事
情
が
生
じ
た
た
め
に
市
税
を
一
時
に
納
付

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
、
分
割
納
付
な
ど
の
方

法
で
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
八
女
市
で
は
、
平

成
27
年
度
か
ら
収
入
不
足
や
借
金
問
題
な
ど
の
金
銭

的
問
題
で
納
税
が
困
難
な
人
を
対
象
に
、
フ
ァ
イ
ナ
ン

シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
（
以
下
「
Ｆ
Ｐ
」）
に
よ
る
無
料
納

税
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
全
般
を
見

直
し
、
安
定
し
た
生
活
お
よ
び
計
画
的
な
納
付
に
結

び
つ
け
る
方
向
性
を
一
緒
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◦
納
税
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ 

＝
税
金
の
種
類
に
応
じ

て
、
八
女
市
税
務
課
納
税
推
進
係
ま
た
は
県
税
事
務

所
の
収
納
窓
口
と
な
り
ま
す
。
必
ず
納
税
通
知
書
等

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝ 
▽
税
務
課 

納
税
推
進
係
（
☎
２
３
・

２
６
６
６
）
▽ 

福
岡
県
筑
後
県
税
事
務
所
（
☎
０
９

４
２
・
５
２
・
５
１
３
１
）

　

 

八
女
市
で
は
、
福
岡
県
お
よ

び
県
内
市
町
村
と
連
携
し
、
個

人
住
民
税
を
は
じ
め
と
す
る
地

方
税
の
徴
収
率
の
向
上
と
滞
納

の
縮
減
を
図
る
た
め
、12
月
を「
県

下
一
斉
徴
収
強
化
月
間
」（
取
組

期
間
11
～
12
月
）
と
位
置
づ
け
、

県
下
一
斉
に
広
報
に
よ
る
納
税
推

進
、
滞
納
者
に
対
す
る
催
告
の

強
化
、
差
押
や
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
、

捜
索
等
の
滞
納
処
分
の
強
化
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
徴
収
対
策
に
取

り
組
み
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
納

め
忘
れ
の
税
金
が
な
い
か
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

《 

八
女
市
の
取
り
組
み 

》

▽
差
押
・
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
・
捜
索

等
滞
納
処
分
の
強
化

▽
南
筑
後
地
区 

県
・
市
町
合
同

公
売
会 

１
月
18
日
㈯
／
ま
い
ピ

ア
高
田
（
み
や
ま
市
高
田
町
濃

施
14
）

▽
久
留
米
・
朝
倉
地
区　

県
・

市
町
合
同
公
売
会 

11
月
16
日
㈯

／
大
刀
洗
ド
リ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

（
三
井
郡
大
刀
洗
町
冨
多
８
１
９

番
地
）

▽
そ
の
他
公
売
会 

ヤ
フ
ー
官
公

庁
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
参
加
予
定

「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
滞
納
!! 

県
下
一
斉
徴
収
強
化
月
間

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ　
～
わ
す
れ
て
い
ま
せ
ん
か
、「
納
税
」
を
～

平成 30 年度差押件数（差押による徴収額※差押による自主納付額を含む）
預貯金 不動産 動産（捜索） 国税還付金 生命保険 給与 賃料等

196 件
（21,275,102 円）

21件
（3,178,615 円）

35 件
（7,409,233 円）

66 件
（2,378,061円）

39 件
（7,623,297 円）

83 件
（33,096,537円）

13 件
（7,562,868 円）

▼参考

差
押
を
受
け
る
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

◦
参
加
団
体
＝
福
岡
県
、
久
留

米
市
、
う
き
は
市
、
大
刀
洗
町
、

東
峰
村
、
八
女
市

◦
日
時
＝
11
月
16
日
㈯
12
時
45

分
開
場

◦
場
所
＝
大
刀
洗
ド
リ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
（
三
井
郡
大
刀
洗
町
冨
多

８
１
９
番
地
）

◦
入
札
時
間
＝
《
１
回
目
》
13
時

30
分
～
13
時
50
分

《
せ
り
売
り
》
14
時
～
14
時
30
分

《
再
入
札
》
14
時
50
分
～
15
時

　

久
留
米
・
朝
倉
地
区 

県
・
市

町
合
同
公
売
会
を
行
い
ま
す
。
公

売
と
は
、
税
の
滞
納
者
宅
を
捜

索
し
、
差
し
押
さ
え
た
財
産
を
入

札
等
の
方
法
で
売
却
す
る
こ
と
で

す
。
合
同
公
売
会
で
は
、
複
数

の
団
体
の
公
売
を
同
時
に
行
い
ま

す
。
購
入
を
希
望
す
る
人
の
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◦
公
売
会
の
参
加
方
法
＝
事
前

の
申
し
込
み
等
は
不
要
で
す
。

当
日
は
、
認
印
（
法
人
の
場
合

は
代
表
者
印
）
と
本
人
確
認
書

類
（
運
転
免
許
証
等
）、
購
入
代

金
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
代
理

人
が
入
札
す
る
場
合
は
、
委
任

状
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
未
成
年
者
へ
の
入
札
は
参
加

制
限
が
あ
り
ま
す
。

◦
注
意
事
項
＝
▽
滞
納
税
の
完
納

等
に
よ
り
、
出
品
が
中
止
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
▽
ブ
ラ
ン
ド

名
や
作
者
名
、
焼
き
物
の
名
称

等
の
記
載
は
、
本
物
で
あ
る
こ
と

を
保
証
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
電
化

製
品
等
に
つ
い
て
も
、
動
作
や
品

質
を
保
証
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
▽
出
品
物
は
、
未
使
用

で
あ
っ
て
も
中
古
品
扱
い
と
し
ま

す
。
経
年
劣
化
や
汚
れ
、
傷
等
が

あ
る
物
件
も
あ
り
ま
す
。
現
物
を

よ
く
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
▽
公
売

物
件
の
見
積
価
額
（
最
低
公
売

価
格
）
は
、
低
く
設
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
返
品
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

よ
く
現
物
や
注
意
事
項
を
確
認

の
上
、入
札
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
▽
う
き
は
市
徴

収
対
策
室
（
☎
０
９
４
３
・
７
５
・

４
９
７
７
）
▽
東
峰
村
住
民
税
務

課
（
☎
０
９
４
６
・
７
４
・
２
３

１
１
）
▽
大
刀
洗
町
税
務
課
（
☎

０
９
４
２
・
７
７
・
０
１
７
２
）

今
年
は
久
留
米
・
朝
倉
地
区 

県
・
市

町
合
同
公
売
会
に
参
加
し
ま
す
！

税
の
滞
納
処
分
の
た
め
差
し
押
さ
え
た
財
産
を
公
売
し

ま
す
総
数
約
１
４
０
点
。
電
化
製
品
、
日
用
品
、
酒
類

等
多
数
出
品
！
八
女
市
か
ら
は
19
点
出
品
予
定
で
す
！

【平成 30 年度ＦＰ相談が
改善につながった主な事例】
▽過払金の発生が分かり、過払
金請求につながった。▽家族全
員の収支を見直し、無駄な支出
を抑え、借金の返済や納税につ
ながった。▽年金受給資格を確
認し、年金が受給できるように
なった。▽ローンを見直し、毎月
の返済額が下がった分で納税に
つながった。
◦相談件数＝92 件◦過払い金
返還額＝166万円◦ＦＰ相談者に
よる納付額＝6,903 万 8,337円

合同公売会

12月は
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国
民
年
金
保
険
料
は
、
所

得
税
お
よ
び
住
民
税
の
申
告

に
お
い
て
全
額
が
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

そ
の
年
の
１
月
１
日
か
ら
12
月

31
日
ま
で
に
納
付
し
た
保
険

料
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

社
会
保
険
料
控
除
を
受
け

る
た
め
に
は
、
納
付
し
た
こ
と

を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
31
年
１

月
１
日
か
ら
令
和
元
年
９
月

30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
人
へ
、

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
」
を
今

年
11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機

構
本
部
か
ら
送
付
す
る
予
定

で
す
。
年
末
調
整
や
確
定
申

告
の
際
に
は
、
必
ず
こ
の
証
明

書
（
ま
た
は
領
収
証
書
）
を

添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

令
和
元
年
10
月
１
日
か
ら

令
和
元
年
12
月
31
日
ま
で
の

間
に
今
年
は
じ
め
て
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
人

に
は
、
翌
年
の
２
月
上
旬
に
送

付
す
る
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
家
族
の
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
場
合

も
、
本
人
の
社
会
保
険
料
控

除
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
家
族
あ
て
に
送
ら
れ
た

控
除
証
明
書
を
添
付
の
う
え

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金

保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
に

つ
い
て
の
照
会
は
、
控
除
証
明

書
の
ハ
ガ
キ
に
表
示
さ
れ
て
い

る
電
話
番
号
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」が
発
行

さ
れ
ま
す
。
年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で
大
切
に
保
管
を
！

ねんきん加入者ダイヤル
◦電話番号（ナビダイヤル）
　０５７０・００３・００４
◦０５０から始まる電話の場合は、
　（東京）０３・６６３０・２５２５
◦受付時間
　月～金曜日　8 時 30 分～ 19 時
　第２土曜日　9 時 30 分～ 16 時
※祝日（第２土曜日を除く）、12 月29日
～１月３日はご利用いただけません。
◦ナビダイヤルは、一般の固定電話から
おかけになる場合は全国どこからでも、
市内通話料金でご利用いただけます。た
だし、一般の固定電話以外（携帯電話等）
からおかけになる場合は通常の通話料
金がかかります。
◦「（東京）０３・６６３０・２５２５」
の電話番号におかけになる場合は、通
常の電話料金がかかります。
◦「０５７０」の最初の「０」を省略したり、
市外局番をつけて間違い電話になってい
るケースが発生していますので、おかけ
間違いのないようご注意ください。
◦問い合わせ＝市民課国保年金係

（☎２３・１１１６）

旧姓（旧氏）併記はこんなときに役立ちます！

旧姓（旧氏）を併記するにはどうしたらいいの？

※
市
役
所
市
民
課
で
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請

の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

各種の契約や銀行
口座の名義に旧姓が
使われる場面で、そ
の証明に使えます。

①旧姓が記載された戸籍謄本等を用意しましょう。
②用意した戸籍謄本と一緒にマイナンバーカード

（通知カード）を持って市役所市民課で手続きして
ください。

◦問い合わせ＝市民課市民係（☎ 23・1115）

就職・転職など、仕
事の場面でも旧姓で
本人確認ができます。

マイナンバーカードに
旧姓（旧氏）が併記さ
れることで、旧姓が各
種証明に使えます！

「旧氏（きゅううじ）」とは、その人の過去の戸籍上
の氏のことです。氏はその人に係る戸籍、または除
かれた戸籍に記載がされています。

国
民
年
金

日　時 会　場
11/12 ㈫ 13 時～ おりなす八女
11/13 ㈬ 13 時～ サザンクス筑後

日　時 会　場
11/12日㈫15時～ おりなす八女
11/13日㈬15時～ サザンクス筑後
11/15日㈮10 時～ 八女商工会議所
12/16日㈪14 時～ 八女商工会議所

税務署からのお知らせ

11月11日から17日は税を考え
る週間です。税の役割等について
考えてみませんか。詳しくは国税
庁ホームページ（http://www.nta.
go.jp）をご覧ください。

▼年末調整説明会（消費税・軽減
税率制度についての説明を含む）

▼消費税軽減税率制度説明会

税を考える週間
住
民
票
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

に
旧
姓（
旧
氏
）が
併
記
で
き
ま
す

こんなときに！

こんなときに！
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来
年
４
月
１
日
か
ら
の
「
幼
稚
園
・
保

育
所
等
の
入
所
申
し
込
み
」
を
左
記
の
日

程
で
受
け
付
け
ま
す
。
新
規
・
転
園
の
申

し
込
み
の
場
合
は
、
ぜ
ひ
お
子
さ
ん
と
一
緒

に
事
前
に
施
設
を
見
学
さ
れ
て
希
望
施
設

を
決
定
し
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
見
学
の
際
は
事
前
に
施
設
へ
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

　
入
所
申
し
込
み
は
、
必
要
事
項
を
記
入

し
た
提
出
書
類
を
受
付
期
間
内
に
第
一
希

望
の
施
設
の
受
付
場
所
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
現
在
在
園
し
て
い
る
施
設
に
継
続

し
て
入
所
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
場
合
は
、

保
育
所
お
よ
び
市
役
所
子
育
て
支
援
課
ま

た
は
各
支
所
に
提
出
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
表
中
※
印
の
あ
る
施
設
へ
初
め

て
申
し
込
み
を
す
る
場
合
は
、
お
子
さ
ん
の

面
接
も
行
い
ま
す
。
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
に
必
要
な
書

類
は
、
市
役
所
子
育
て
支
援
課
、
各
支
所

お
よ
び
各
施
設
に
準
備
し
て
い
ま
す
。

　
保
育
所
を
希
望
す
る
人
で
、
都
合
に
よ

り
所
定
の
日
程
で
手
続
き
が
で
き
な
い
場

合
は
、
11
月
29
日
㈮
ま
で
に
市
役
所
子
育

て
支
援
課
ま
た
は
各
支
所
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
第
１
次
選
考
の
対
象
は

11
月
29
日
㈮
ま
で
に
提
出
し
た
人
に
な
り

ま
す
。

　
ま
た
、
保
育
所
以
外
を
希
望
の
人
は
各

施
設
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、

入
所
の
決
定
は
、
受
付
先
着
順
等
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

①
教
育･

保
育
給
付
認
定
申
請
書
ま
た
は

教
育･

保
育
給
付
認
定
現
況
届
　
②
勤
務

証
明
書
な
ど
（
保
育
利
用
者
の
み
）
③
認

印
　
④
入
園
願
書
（
保
育
所
以
外
へ
の
新

規
申
し
込
み
の
人
）

令
和
2
年
度

幼
稚
園
・
保
育
所
等
の
入
所
申
し
込
み
開
始

■幼稚園・保育所等の入所申し込み受付日程

入
所
申
し
込
み
に
つ
い
て

手
続
き
に
必
要
な
も
の

区分 施設名 電話番号 受付会場 受付日 受付時間

公
立
保
育
所

福島保育所 ※ 23-0953

各施設
 11月5日㈫ 
　　～ 7日㈭

9:00~18:30長峰保育所 ※ 22-4626

北山保育所 ※ 23-5226

私
立
保
育
所

三河保育園 22-5026
◦在園継続児
各施設または
市役所本庁
子育て支援課

◦新規・転園
市役所本庁
子育て支援課

 11月1日㈮ ･
     5日㈫～ 8日㈮

各施設
＝開所時間
市役所
＝8:30 ～19:00

八幡保育園 22-4826

八女中央保育園 24-5254

上妻保育園 22-4426

川崎保育園 22-3213

忠見保育園 22-3060

岡山保育園 22-4726

みつとも保育園 37-1336 立花支所
（市民生活福祉課）

 11月5日㈫
　　～ 7日㈭

 11月5日㈫･
         7日㈭
= 8:30 ～17:15
 11月6日㈬
= 8:30 ～19:00

辺春保育園　　 37-1229

黒木保育園 42-4148
黒木支所

（同上）
あゆみ保育園 42-3550

本分保育園 42-0221

木屋保育所 42-1880

矢部保育園　 47-2510 矢部支所（同上）

星野保育所星光園 52-2046 星野支所（同上）

幼稚園 福島幼稚園 22-6500

各施設

 11月1日㈮  8:00 ～17:00

認
定
こ
ど
も
園

さいしょうじ幼稚園 24-3412  11月1日㈮  9:00 ～12:00

白百合幼稚園 22-3312  11月1日㈮ 14:00 ～16:00

つくし幼稚園 54-2050  11月7日㈭ 14:00 ～17:00

ふじなみ幼稚園 42-3155  11月1日㈮  9:00 ～15:00

小
規
模　

保
育
施
設

洋光はうす保育園 ※ 24-8886  11月１日㈮･5日㈫･6日㈬  9:00 ～16:00

さくらんぼ保育園 ※ 24-5532  11月5日㈫・6日㈬  9:00 ～17:00

どんぐりの森保育園 ※ 22-3869  11月5日㈫～8日㈮ 10:00 ～18:00

◦
保
育
所
等
の
入
所
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
＝
▽
子
育
て
支
援
課
こ
ど
も
保
育
係

(

☎
２
３・１
３
５
１)

、
▽
幼
稚
園
、
認
定

こ
ど
も
園
お
よ
び
小
規
模
保
育
施
設
は
、

直
接
施
設
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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令和２ 6
30

あなたの声を届けてください！
皆さんが日ごろ八女市に対して思っていることを、市長に届けてくだ
さい。将来の八女市づくりのため問題点は改善し、建設的な内容につ
いては実現に向けて努力してまいります。なお、市の事務と関係ない
ものについては回答しておりませんので、ご了承ください。
○市長室直通ファクスも市内からは無料でご利用いただけます。
　　０１２０・２４・４５５４（フリーダイヤル）

《回答が必要な方は、住所・氏名・電話番号の記入をお願いします。》

８３４ ８７９０八女局

キリトリセン

　ミズノ株式会社が開発した「遊びプログラム」
を体験して、運動発育に必要な 36 種類の基本
動作を身につけます。忍者になりきって、運動
の潜在能力を引き出そう！忍者修行をクリアす
ると「ミズノ流忍者認定証」がもらえるよ！
⃝日時＝ 12 月1日㈰

【年中クラス】9 時 30 分～ 10 時 40 分（定員
20 人）【年長クラス】11 時～ 12 時 30 分（定
員 25 人）【小学 1・2 年生クラス】13 時 30 分
～ 15 時（定員 30 人）【小学 3・4 年生クラス】
15 時 30 分～ 17 時（定員 30 人）
⃝指導＝ミズノスポーツサービス
⃝場所＝立花体育館
⃝申込期間＝ 11 月 1日㈮～ 20 日㈬ 9 時～ 17
時（土日除く）※先着順に受け付けし、定員に
なり次第受付終了します。保護者同伴
⃝申込・問い合わせ＝社会教育課（☎ 23・1318）

「
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
キ
ッ
ズ
２
０
１
９
」参
加
者
募
集

福
岡
ソ
フ
ト
バ
ン
ク

ホ
ー
ク
ス
選
手
に
よ
る

ふ
れ
あ
い
野
球
教
室

八
女
市

ス
ー
パ
ー
ス
ク
ー
ル

　八女市は、スポーツを通じ健康で豊か
な生活が送れるよう、ミズノ株式会社と
包括連携協定を結んでいます。

　

福
岡
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス
の
現
役
選

手
と
の
ふ
れ
あ
い
野
球
教
室
「
ベ
ー
ス
ボ
ー

ル
キ
ッ
ズ
２
０
１
９
」
を
開
催
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
11
月
23
日
㈷
13
時
～
16
時

◦
場
所
＝
タ
マ
ホ
ー
ム
ス
タ
ジ
ア
ム
筑
後

（
筑
後
市
津
島
）
※
雨
天
時
は
屋
内
練
習
場

◦
対
象
＝
筑
後
七
国
（
筑
後
市
・
柳
川
市
・

八
女
市
・
大
川
市
・
み
や
ま
市
・
大
木
町
・

広
川
町
）
内
に

住
ん
で
い
る
小
学

生
※
野
球
経
験

は
問
い
ま
せ
ん

◦
内
容
＝
野
球

を
通
じ
て
運
動

す
る
楽
し
さ
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
記
念
撮
影
や
プ
レ
ゼ
ン
ト
抽
選
会
も

予
定
し
て
い
ま
す
。
※
参
加
選
手
は
未
定
。

◦
参
加
費
＝
無
料

◦
募
集
人
数
＝
70
人
程
度
（
応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
11
月
12
日
㈫
ま

で（
必
着
）に
、
は
が
き
に 

①
氏
名 

②
ふ

り
が
な 

③
学
年
・
性
別 

④
郵
便
番
号
・

住
所 

⑤
電
話
番
号
を
書
い
て
、
筑
後
七
国

活
性
化
協
議
会
（
筑
後
市
商
工
観
光
課
内

〒
８
３
３
ー
８
６
０
１
※
住
所
不
要
☎
０
９

４
２
・
６
５
・
７
０
７
３
）
へ
。

※
当
選
者
の
み
通
知
し
ま
す
。

◦申請時に必要なもの＝
《①・②の場合》個人負担金額と印鑑
《③の場合》購入した電気式生ごみ処理機の領収書、
保証書（販売店の記載が必要）、奨励金振込口座通帳（コ
ピー可）、印鑑

《注意》生ごみ処理器の利用は臭いを伴いますので、設
置に際しては周辺住民の迷惑にならないよう配慮をお
願いします。
◦補助金・奨励金に関する問い合わせ＝環境課（☎
23・1462）または各支所市民生活福祉課

市および環境衛生協議会では、ごみ減量のため生ごみ処理機
（器）の購入費用の一部を助成しています。

消費税率引き上げに伴い、生ごみ処理器の
購入金額が変更になりました

種類 内容 補助金額 個人負担金額
①コンポ
スター
※1

畑据付型 4,000 円
3,197 円（100ℓ）
4,591円（150ℓ）

10,771円（300ℓ）
② EM バ
ケツ

バケツ型
（20ℓ） 1,560 円 540 円

③電気式
処理機

屋外・屋
内設置型

購入価格の 2分
の1（奨励金）※ 2

※ 1 コンポスタ―のサイズは、100ℓ・150ℓ・300ℓの
３種類となります。
※ 2 ③奨励金の額は、１台につき 2 万円を限度とします。

Ⓒ SoftBank HAWKS
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消費生活
そうだん

消
費
税
増
税
に
伴
い
話
題
に
な
っ
て

い
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
に
つ
い
て

赤
と
ん
ぼ
夕
日
散
ら
し
て
帰
り
行
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

牛
島   

景
子

オ
カ
リ
ナ
の
深
ま
る
音
色
夜
の
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

堤    

多
鶴
子

ホ
ロ
ホ
ロ
と
紫
零
す
式
部
の
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

中
川
原
篤
子

去
来
句
碑
た
ど
る
小
径
や
萩
盛
り

　
　
　
　
　
　
　
　 

　
井
上
ト
シ
子

露
草
や
道
づ
れ
に
し
て
散
歩
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

松
延
み
さ
と

八
女
紫
苑
句
会

　

消
費
税
増
税
に
伴
う
家
計
負
担
の

軽
減
対
策
の
た
め
に
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済（
現
金
以
外
の
支
払
い
方
法
）を

利
用
し
た
場
合
、
ポ
イ
ン
ト
に
よ
る
還

元
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。
ポ
イ
ン
ト
還
元
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
支
払
い
方
法
は
、

以
下
の
4
つ
で
す
。

ポ
イ
ン
ト
還
元
率
は
、
一
般
の
中
小･

小
規
模
店
舗
で
５
％（
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ

チ
ェ
ー
ン
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
使
え
る
お
店
を
探
す
に
は
？
】

◦
ポ
ス
タ
ー
や
ス
テ
ッ
カ
ー
が
貼
っ
て

あ
る
お
店
を
探
す

◦
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
専
用
ア
プ
リ

で
探
す

【
自
分
が
持
っ
て
い
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
が
対
象
か
を
調
べ
る
に
は
？
】

◦
事
業
者
に
問
い
合
わ
せ
る

◦
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
検
索

す
る

　

登
録
店
舗
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
サ
イ
ト
を
含

め
、
9
月
初
め

の
時
点
で
57
万
店
舗
で
、
随
時
更
新
さ

れ
て
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
形
で
ポ
イ

ン
ト
が
還
元
さ
れ
る
か
は
、店
舗
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
の
で
、
各
自
ご
確
認
く

だ
さ
い
。
ポ
イ
ン
ト
還
元
の
実
施
期
間

は
令
和
元
年
10
月
か
ら
令
和
2
年
6
月

ま
で
の
9
か
月
間
で
す
。

◦
ポ
イ
ン
ト
還
元
窓
口
消
費
者
向
け

問
い
合
わ
せ
＝
平
日
10
時
～
18
時（
☎

０
１
２
０・０
１
０
９
７
５
）

詳
細
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

◦
消
費
生
活
相

談
・
問
い
合
わ
せ

＝
八
女
市
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー 

平
日
８
時
30
分

～
16
時
30
分（
☎

２
３・１
１
８
３
）

58

①
電
子
マ
ネ
ー
・
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー

ド
（
交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
も
含
む
）

②
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

③
デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド

④
ス
マ
ホ
決
済

　

市
政
に
対
す
る
ご
意
見
や
苦
情
、
疑
問
な

ど
、
あ
な
た
の
「
声
」
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
建
設
的
な
ご
意
見
や
ご
提
案
に
つ
い
て

は
、
市
長
や
担
当
課
な
ど
か
ら
直
接
ご
本
人

へ
回
答
も
し
て
い
ま
す
の
で
、
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
等
連
絡
先
の
記
入
を
お
願
い
し
ま

す
。
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
に
つ

い
て
は
、
対
応
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
特
定
の
個
人
を
誹
謗
、
中
傷
、
非
難
す
る

な
ど
し
て
い
る
も
の
▽
公
の
秩
序
ま
た
は
善

良
の
風
俗
に
反
す
る
も
の
▽
明
ら
か
に
営
利

を
目
的
と
し
て
い
る
も
の
▽
趣
旨
が
不
明
確

も
し
く
は
不
明
な
も
の
▽
同
一
投
書
者
に
よ

る
同
一
趣
旨
の
も
の
▽
そ
の
他
、
市
が
不
適

当
と
判
断
す
る
も
の

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
企
画
政
策
課
秘
書
広
報
係

（
☎
２
３
・
１
１
１
０
）

あ
な
た
の       

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

声

詳
し
く
は
こ
ち
ら

IC
IC

12

ご意見記入欄　　　（八女市広報R1.11）

キ
リ
ト
リ
セ
ン

キリトリセン

1.　広報紙またはホームページ（掲載可・掲載不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「掲載可」に○を付けられた
場合は、個人が特定されることがないよう個人情報の取り扱い
に十分注意し、広報紙または八女市ホームページに掲載する場
合があります。ご記入のない場合は掲載不可と判断します。
2.　情報公開　（公開可・公開不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「公開可」に○を付けられた
場合は、八女市情報公開条例の規定により公開請求があった場
合は公開の対象となるときがあります（個人情報を除く）。ご
記入のない場合は、公開不可と判断します。
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11月の 
八女市立図書館（本館）☎22・2504
※本館の開館時間＝平日10時～ 20時
　　　　　　　　土日祝10時～ 18時

上陽分館 ☎54・3131
黒木分館 ☎42・0400
立花分館 ☎37・0500
※分館の開館時間＝9時～17時30分

矢部分館 ☎47・2258
星野分館 ☎52・3120

図書館だより

図書館の休館日
11月

ホームページ  www.library.yame.fukuoka.jp

✿11月の館内整理日は29日㈮✿

幼児～小学生の皆さんが対象です♪

♥本館＝2日㈯、16日㈯、23日㈷、
30㈯
※いずれも14時～おはなしコーナー
9日㈯はスペシャルおはなし会！
♥黒木分館＝2日㈯10時30分～
おはなしコーナー

11月のおはなし会

11月のあかちゃんおはなし会

0～2歳くらいのお子さんが対象です♪
♥本館＝3日㈷、16日㈯11時～
 2階研修室
♥黒木分館＝16日㈯10時30分～
　おはなしコーナー

《黒木分館の休館日》※火曜、祝･休日、館内整理日
3 ㈷、5 ㈫、12 ㈫、19 ㈫、23 ㈷、26 ㈫、29 ㈮

《立花・上陽・矢部・星野分館の休館日》
※月曜、祝･休日、館内整理日
3 ㈷、4 ㉁、11㈪、18 ㈪、23 ㈷、25 ㈪、29 ㈮

《本館の休館日》※月曜、館内整理日
4 ㉁、11㈪、18 ㈪、25 ㈪、29 ㈮

Yａｍｅｊｉｎ やめじん…八女で暮らす皆さんを紹介します

忠見生まれ｡34歳。
｢自然の豊かさが八女市の魅力。1歳
半の子どもがいますが、子育ての環
境も整っていて便利です。自然の中
で子育てできることは贅沢なことだ
と思うようになりました。芯の強い花
のように育ってほしいです｣

　

八
女
市
内
で
唯
一
ダ
リ
ア
を
生
産
し

て
い
る
齋
藤
さ
ん
。フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ

ナ
ー
と
し
て
も
活
動
し
、色
鮮
や
か
な

ダ
リ
ア
の
魅
力
を
伝
え
て
い
ま
す
。

「
高
校
、
短
大
で
農
業
に
つ
い
て
学

び
、
飯
塚
市
で
農
業
関
係
の
会
社
に

勤
め
て
い
ま
し
た
。
実
家
に
帰
省
し

た
際
、
父
が
作
っ
た
色
と
り
ど
り
の

美
し
い
ダ
リ
ア
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

『
作
っ
て
み
た
い
！
』
そ
の
気
持
ち
は

日
に
日
に
強
く
な
り
、父
の
後
を
継
ぐ

形
で
ダ
リ
ア
の
生
産
を
始
め
ま
し
た
。

も
と
も
と
実
家
が
菊
農
家
で
あ
る
た

め
、ノ
ウ
ハ
ウ
が
応
用
で
き
、
ダ
リ
ア

の
研
究
や

栽
培
に
役

立
っ
て
い

ま
す
。
品

質
の
良
さ

に
は
自
信

が
あ
り
ま

す
。以
前
は
日
持
ち
し
な
い
花
と
言
わ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
父
と
一
緒
に
試
行

錯
誤
を
重
ね
、土
と
肥
料
の
バ
ラ
ン
ス

や
気
候
、日
当
た
り
を
細
か
く
管
理
す

る
こ
と
で
、発
色
が
良
く
丈
夫
な
ダ
リ

ア
に
育
て
上
げ
ま
し
た
。理
想
の
ダ
リ

ア
に
近
づ
い
た
と
き
は
特
に
喜
び
を
感

じ
ま
す
。
ま
た
、花
市
場
の
方
や
消
費

者
か
ら
喜
ん
で
も
ら
え
る
こ
と
が
や
り

が
い
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

5
年
前
か
ら
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
も
学
ん
で
お
り
、現
在
は
ホ
テ

ル
の
ロ
ビ
ー
や
、小
学
校
の
行
事
の
花

を
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
ま
す
。
夢
は
、
自

分
の
店
を
構
え
、出
張
の
ア
レ
ン
ジ
メ

ン
ト
教
室
や
ア
ト
リ
エ
を
開
く
こ
と
で

す
。
多
く
の
人
が
、
花
に
興
味
を
持
っ

て
も
ら
え
る
空
間
を
作
り
た
い
で
す
。

そ
の
た
め
に
今
後
は
さ
ら
に
技
術
を
磨

き
、花
の
美
し
さ
や
力
強
さ
を
伝
え
て

い
き
た
い
で
す
」

美
し
い
ダ
リ
ア
の
魅
力
を
多
く
の
人
へ　

齋
藤 

洋ひ
ろ

成の
り

さ
ん
（
忠
見
）

128

★
本
館
イ
ベ
ン
ト

「
ふ
く
ち
ゅ
う
お
は
な
し
会
」

＝
11
月
9
日
㈯
14
時
～
2
階

研
修
室
、
福
島
中
学
校
の
生

徒
さ
ん
に
よ
る
楽
し
い
お
は

な
し
会
、
申
込
不
要
。

「
大
人
の
イ
チ
オ
シ
本
」
＝

図
書
館
員
お
す
す
め
の
本
を

展
示･

貸
出

「
ブ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
」
＝

11
月
2
日
㈯
、
3
日
㈷
10
時

～
17
時 

2
階
ロ
ビ
ー

「
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
あ
り
が
と

う
！
」
＝
図
書
館
マ
ナ
ー
向

上
中
で
す
。
９
月
に
行
っ
た

蔵
書
点
検
の
結
果
や
修
理

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
を
紹

介
。

★
分
館
イ
ベ
ン
ト

「
ゆ
め
み
ら
い
図
書
館
ピ
ク

ニ
ッ
ク
」

⃝

日
時
＝
11
月
3
日
㈷
10

時
～
15
時

⃝

場
所
＝「
八
女
く
ろ
ぎ
ふ

る
さ
と
祭
り
」駅
跡
イ
ベ
ン

ト
広
場　

⃝

内
容
＝
移
動
図
書
館
ゆ
め

み
ら
い
号
で
の
貸
出
・
ブ
ッ

ク
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
黒
木
分
館

「
と
し
ょ
か
ん
広
場
」

⃝

日
時
＝
11
月
17
日
㈰
10

時
～
15
時

⃝

場
所
＝
矢
部
川
渓
流
公
園

⃝

内
容
＝
移
動
図
書
館
ゆ
め

み
ら
い
号
で
の
貸
出
・
ブ
ッ

ク
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
矢
部
分
館

秋
の
読
書
週
間
に
あ
わ
せ
、

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を

10
日
㈰
ま
で
行
い
ま
す
。

お
か
え
り
、

栞
の
場
所
で
待
っ
て
る
よ

第
73
回
読
書
週
間※

移
動
図
書
館
と
ブ
ッ
ク
リ
サ

イ
ク
ル
は
利
用
者
カ
ー
ド
、
持
ち

帰
り
用
の
袋
を
持
参
く
だ
さ
い
。
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なぜ
なぜ人権－ かけがえのない命が輝くまちづくりをめざして －

■ 問い合わせ＝人権・同和教育課（☎ 23・2074）

　
多
く
の
人
は
、「
性
別
」
と
い
う
と

男
性
、
女
性
の
２
つ
を
思
い
浮
か
べ
、

自
身
の
性
別
に
違
和
感
な
く
日
常
を
過

ご
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

し
か
し
、
体
の
性
と
心
の
性
が
一
致
し

な
い
な
ど
、
多
様
な
性
を
生
き
る
人
た

ち
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
頭
文
字
を
と
り
、

総
称
し
て
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
（
エ
ル
ジ
ー
ビ
ー

テ
ィ
ー
）
と
言
い
ま
す
。

　

　　
近
年
、
ニ
ュ
ー
ス
等
で
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の

話
題
に
触
れ
る
機
会
は
増
え
ま
し
た

が
、
社
会
の
理
解
は
十
分
に
進
ん
で
い

る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
自

身
の
周
囲
に
は
い
な
い
と
思
い
が
ち
で

す
が
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
約
９
割
の
人
が
、

中
学
生
ま
で
に
自
身
の
性
に
違
和
感

を
覚
え
る
と
言
わ
れ
ま
す
。
心
も
体
も

大
き
く
成
長
す
る
思
春
期
を
迎
え
る
子

ど
も
た
ち
の
中
に
は
、
性
自
認
に
つ
い

て
大
き
な
悩
み
を
抱
え
、
た
と
え
親
で

あ
っ
て
も
相
談
で
き
な
い
と
い
う
人
も

多
く
い
ま
す
。

　
八
女
市
で
は
、
市
立
学
校
に
お
い
て
、

子
ど
も
の
発
達
段
階
に
応
じ
た
人
権
教

育
の
充
実
を
図
る
た
め
、
人
権
学
習
指

導
資
料
を
作
成
し
活
用
し
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
度
に
は
新
た
な
人
権
課
題
と

し
て
、
性
の
多
様
性
に
関
わ
る
学
習
資

料
を
追
加
発
刊
し
ま
し
た
。
八
女
市
人

権
学
習
調
査
研
究
委
員
長
と
し
て
、
指

導
資
料
の
編
さ
ん
に
携
わ
っ
た
黒
木
西

小
学
校
校
長
秋
山
茂
先
生
に
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

　　
子
ど
も
た
ち
が
、
性
別
に
よ
る
固
定

観
念
を
押
し
つ
け
ら
れ
た
り
、
周
囲
の

無
理
解
に
よ
っ
て
傷
つ
け
ら
れ
た
り
す

る
よ
う
な
状
況
は
絶
対
に
あ
っ
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
指
導
資
料
の
編
さ
ん
に
あ

た
っ
て
は
、
子
ど
も
た
ち
が
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

か
ど
う
か
に
関
わ
ら
ず
、
互
い
が
「
私

ら
し
さ
」「
あ
な
た
ら
し
さ
」
を
大
切
に

し
、
認
め
合
う
心
が
育
つ
授
業
を
目
指

し
ま
し
た
。
ま
た
、子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
、
理
解
者
の
存
在
は
何
よ
り
も
心
強

い
も
の
で
す
。
学
校
に
お
い
て
も
、
先

生
が
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
と
信
頼
関

係
を
築
き
、
相
談
し
や
す
い
環
境
、
雰

囲
気
を
つ
く
る
こ
と
を
心
掛
け
て
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
の
困
り
事
や
悩
み
が

解
消
さ
れ
、
安
心
し
て
学
校
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
一
緒
に
考
え

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　　
男
性
ら
し
さ
、
女
性
ら
し
さ
に
と
ら

わ
れ
る
こ
と
な
く
、「
あ
な
た
ら
し
く
て

い
い
ね
」
と
寄
り
添
い
、
子
ど
も
の
個

性
を
大
き
く
伸
ば
す
、
良
き
理
解
者
で

あ
り
た
い
も
の
で
す
。

「
私
ら
し
さ
」「
あ
な
た
ら
し
さ
」

を
大
切
に

性
の
多
様
性
を
認
め
合
い
、

誰
も
が
自
分
ら
し
く
生
き
る

こ
と
の
で
き
る
社
会
へ

子
ど
も
た
ち
の
人
権
意
識
を

高
め
る
授
業
を
め
ざ
し
て

悩
む
子
ど
も
た
ち

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

知
っ
て
い
ま
す
か
？
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

Ｌ（
レ
ズ
ビ
ア
ン
）…
女
性
と
し
て

女
性
を
好
き
に
な
る
人

Ｇ（
ゲ
イ
）…
男
性
と
し
て
男
性
を

好
き
に
な
る
人

Ｂ（
バ
イ
セ
ク
シ
ャ
ル
）…
男
性
を

好
き
に
な
る
こ
と
も
、
女
性
を
好

き
に
な
る
こ
と
も
あ
る
人

Ｔ（
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）…
心
の

性
と
身
体
の
性
が
一
致
し
な
い
人

※
そ
の
他
、
心
の
性
別
が
男
女
ど

ち
ら
か
決
め
ら
れ
な
い
、
男
女
ど

ち
ら
に
も
あ
て
は
ま
る
、
ど
ち
ら

に
も
あ
て
は
ま
ら
な
い
な
ど
、
性

の
有
り
方
は
多
種
多
様
で
す
。

★映画上映「虹色の朝が来るまで」
ろう者の監督が描く、ろう者でＬＧＢＴの物語。
★今井ミカ監督×八女市出身の出演者ノゾム
さんトークショーほか
◦日時＝12 月7日㈯ 11時開会
◦会場＝おりなす八女ハーモニーホールほか
入場無料、手話通訳、要約筆記、託児あり（申
込 11月22日㈮まで）
◦主催＝八女市人権フェスタ実行委員会
◦問い合わせ･託児申込＝人権・同和教育
課（☎ 23･2074 ／N24･4331）

スマイルフェスタ八女2019

黒木西小学校 秋山茂校長

LGBT への理解を示す 6 色の虹の旗
を掲げ、相談しやすい雰囲気づくり
を心がけています。（上陽北汭学園）
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Ｄ
Ｖ
は
配
偶
者
、
恋
人
な
ど
親
密
な
関
係
の
中

で
起
こ
る
暴
力
の
こ
と
で
す
。
相
手
を
「
支
配
・

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
す
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
暴
力
が

あ
り
ま
す
。

①
身
体
的
暴
力
（
殴
る
、
蹴
る
、
突
き
飛
ば
す
）

②
精
神
的
な
暴
力
（
無
視
す
る
、の
の
し
る
、脅
迫
）

③
性
的
な
暴
力
（
性
行
為
の
強
要
、
避
妊
し
な
い
）

④
経
済
的
な
暴
力
（
生
活
費
を
わ
た
さ
な
い
）

⑤
社
会
的
な
暴
力（
交
友
関
係
や
行
動
を
制
限
す
る
）

　

内
閣
府
の
調
査
に
よ
る
と
、
女
性
の
３
人
に
１

人
が
暴
力
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
、
７
人
に
１
人

が
何
度
も
暴
力
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
と
答
え
て

い
ま
す
。
Ｄ
Ｖ
は
外
か
ら
わ
か
り
に
く
く
、
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
な
こ
と
と
さ
れ
て
き
た
た
め
、
社
会
的

な
認
知
が
遅
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｄ
Ｖ
が
起
こ
る
背
景
に
は
、
男
性
中
心
の
社
会

構
造
、
固
定
化
さ
れ
た
社
会
的
性
別
役
割
分
担
意

識
、
暴
力
を
容
認
す
る
社
会
意
識
な
ど
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
Ｄ
Ｖ
は
被
害
者
と
加
害
者

の
「
個
人
的
な
問
題
」
で
は
な
く
、
社
会
全
体
で

解
決
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
「
社
会
的
な

問
題
」
な
の
で
す
。
お
互
い
を
尊
重
す
る
対
等
な

関
係
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
暴
力
の
な
い
安
心
・

安
全
・
自
由
な
社
会
の
実
現
が
不
可
欠
で
す
。
女

性
に
対
す
る
暴
力
に
つ
い
て
考
え
、
暴
力
を
許
さ

な
い
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

相手に「うるさい」「黙れ」などと言ったことがある
相手が自分に従わないとイライラする
相手の行動、服装、態度を指示するのはあたりまえだ

　と思う
腹が立つと大きな声を出したりたたいたりする
携帯電話・メールなどを細かくチェックする
自分のことが好きならいやなことでも応じるべきだと

　思う
何か言うと非難されたり無視されたりする
たたかれたり物を壊されたりする
うまくいかないことがあると私のせいにされる
いやだといっても性行為を強要される
友人・実家とのつきあいを嫌がられる
おこられるのが怖くて相手の言うことをきいてしまう

■ 女性のための相談（八女市役所 男女共同参画推進課）
　 ☎ 0943・23・1314 ／月～金 （祝日、年末年始を除く）9 時～ 17 時

■ やめ女性ホットライン☎ 092・513・7337 ／月～金 （祝日、年末年始を除く）10 時～ 17 時

■ 福岡県南筑後保健福祉環境事務所 ( ＤＶ相談専用電話）
　☎ 0943・23・7520 ／月～金（祝日、年末年始を除く） 8 時 30 分～ 17 時 15 分

■ 福岡県配偶者からの暴力相談《夜間・休日》
　☎ 092・663・8724 ／月～金（年末年始を除く）17 時～ 24 時／土日祝 9 時～ 24 時

■ 福岡県あすばる女性相談ホットライン　☎ 092・584・1266 
   ／月～金（祝日、8/13～ 8/15、年末年始を除く）9 時～17 時／金（祝日を除く）18 時～ 20 時 30 分も可

■ 性暴力被害者支援センター ふくおか  ☎ 092・762・0799 ／ 24 時間・年中無休

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク・バ
イ
オ
レ
ン
ス
（
Ｄ
Ｖ
）

と
は
？

Ｄ
Ｖ
は
社
会
的
な
問
題

11月12日～11月25日は
「女性に対する暴力をなくす運動」期間

あなたが経験した項目に　を付け
てください。
１つでも　があれば二人の関係は
対等とは言えず、ＤＶにあたります。

ＤＶ
チェック
リスト

相 談 窓 口

　被害にあっているのに「子どものために私が我慢
すれば」 「私にも悪いところがある」 「怖くて何も言
いだせない」と思っていませんか。
　一人で悩まず、まずは相談してみてください。

※女性に対する暴力根絶のためのシンボルマーク
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ま
ち
の
わ
だ
い  　

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

各大会の結果です

良成親王をしのぶ大杣公園祭

⃝第9回八女市長旗ナイター野球大会
　8 月18日㈰から10 月３日㈭にかけて八女市立山球場
にて第 9 回八女市長
旗ナイター野球大会
が開催されました。
20 チームが参加し、
対戦しました。

【結果】
優勝　ＷＩＮＳ
準優勝　星野クラブ

◦第58回黒木町少年ソフトボール大会
　9 月29日㈰、サンスポーツランド黒木
において第 58 回黒木町少年ソフトボール
大会が開催されました。黒木町、上陽町
から全 8 チームが出場し、2コートに分か
れて対戦しました。各コートの優勝チーム
は次のとおりです。
◦Ａコート＝大楠･笠原 A（黒木小）
◦Ｂコート＝上陽やったろうず（上陽北汭）

　黒木町をこよなく愛した歌人、菊池剣（本名松尾謙三）の
遺徳を偲び 9 月 29 日㈰、冬山忌碑前祭（黒木文化連盟主
催）が築山公園で行われました。菊池はやまなみ短歌会の
創始者で、戦後の引き上げ時に妻の故郷である黒木町に居
住。勤めの傍らに歌を詠み、冊子「やまなみ」の編集者とし
て活躍しました。式典には遺族ややまなみ短歌会、黒木文
化連名会員など約 50 人が参加。碑前に花やお茶、お酒が
捧げられ、全員で冬山忌の歌を合唱しました。式典終了後
には、黒木短歌会と筑後地域のやまなみ短歌会会員による

『冬山忌合同短歌会』も催されました。

◦第56回池の山奉納剣道大会
　9 月15日㈰、星野村麻生神
社において、第 56 回池の山奉
納剣道大会が開催されました。
当日は晴天に恵まれ、熱戦が
繰り広げられました。試合結果
は次のとおり（敬称略）。

【一般の部】
優勝　星野村剣友会
準優勝　八女警察署

　後征西将軍良成親王の命日とな
る 10 月 8 日㈫、「大杣公園祭」が
御墓のある矢部村大杣公園で行わ
れました。良成親王は後村上天皇
の皇子で、後醍醐天皇の孫にあた
ります。叔父の懐良親王の後を継
ぎ、南朝再興のために九州各地で
戦いましたが、南朝の再興かなわ
ず矢部の地で亡くなりました。当
日は、地域住民をはじめ、宮内庁
や南朝にゆかりのある奈良県吉野
町や熊本県菊池市の関係者など約
300 人が参加し、若くして亡くなっ
た親王をしのびました。式典では、
地元保存会による公卿唄や浦安の
舞が奉納されました。

菊池剣を偲び冬山忌
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「金
きん

烏
う

の御旗」などを一般公開
　南北朝時代に南朝方の征西将軍懐良親王に従い補佐
役として九州に下向した五条頼元を始祖とする五條家。
当家ゆかりの宝物を一般公開する「五條家御旗祭り」（五
條家宝物顕彰会主催）が 9 月23日㈷、黒木町大淵の五
條家で行われました。当日は、後醍醐天皇から 4 人の
皇子に下

か

賜
し

され唯一現存する「金烏の御旗」や、南朝方
の書状などを集めた「五条家文書」（ともに国指定重要文
化財）などが公開されました。年に1回の一般公開のた
め、会場には市内外から多くの人が見物に訪れ 25 代当
主の五條元滋さんによる説明を聞きながら、宝物を熱心
に見入っていました。

ペットボトルキャップをワクチンに

各競技のアスリートが
全国大会出場を報告！

洋画家 青木繁をしのぶ

　各競技の全国大会に出場が決まった選手が9月26日㈭、市長に報告しました。
　東京都で 8 月9日から12日に行われた全国高等学校定時制通信制体育大会
第 54 回陸上競技大会に、三段跳びと円盤投げで出場した河野魁聖さん（福島
高校定時制 4 年）。「練習以上の成果を発揮できた。これからも努力したい」と
語りました。茨城県で 9 月29日㈰から10 月1日㈫に行われる、第 74 国民体
育大会 2019いきいき茨城ゆめ国体に、倉ノ下繁さん（八女消防本部）が剣道競
技成年男子の部で出場します。「初出場で嬉しい。練習で積み重ねた精神力を
発揮したい」と力強く話しました。また、同国体で 10 月4日㈮から7日㈪に行
われる弓道競技少年男子の部では、吉田竜弥さん（福島高校 3 年）が出場します。

「八女市代表として精一杯がんばりたい」と抱負を語りました。
　3 人の報告を受けて市長は、「このような選手たちが八女市にいることを喜ば
しく思う。今後の活躍を期待しています」と激励の言葉を述べました。
※写真左から倉ノ下さん、市長、吉田さん、河野さん

　日本を代表する洋画家青木繁をしのび 10 月1
日㈫、岡山公園頂上の青木繁歌碑前で第 17 回紅
櫨まつり（岡山公園を守る会主催）が行われまし
た。青木は母のふるさとである室岡の岡山公園山
頂で、美術の道に進むことを決意しました。母や
ふるさとへの思い、櫨などの美しい自然に想いを
馳せ、この歌碑に刻まれている歌を作ったといわ
れています。まつりには岡山小学校 4 年生 55 人
が参加。子どもたちは青木についての話を聞いた
あと、若くして亡くなった天才画家へ「母います国」
を合唱しました。

　県立八女農業高校ボランティア部 13 人は 9 月 26 日
㈭、約 2 年間かけて集めたペットボトルキャップ 39,000
個（91.3㎏）を洗浄し、マックスバリュ八女本町店に届
けました。マックスバリュ九州では「ペットボトルキャッ
プで世界の子どもにワクチンを届けようキャンペーン」
を実施しており、この日届けたペットボトルはポリオワ
クチン 23 人分に相当します。同部は平成 29 年にもワ
クチン 11 人分の 18,500 個のペットボトルキャップを届
けています。子どもたちの命を救うことにつながってい
る「ちょこっとボランティア運動」をこれからも続けてい
きたいと話していました。

【お詫びと訂正】10月15日号裏表紙、BMX全国大会出場の記
事中「兄妹」は「兄弟」の間違いでした。お詫びして訂正します。
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福
岡
県
に
お
け
る
性
感
染
症
で
は
、
Ｈ
Ｉ

Ｖ
（
エ
イ
ズ
）
や
梅
毒
が
20
歳
代
か
ら
50
歳

代
に
か
け
て
増
加
し
て
い
ま
す
。
診
断
時
に
す

で
に
エ
イ
ズ
を
発
症
し
て
い
る
割
合
は
３
割
の

ま
ま
推
移
し
て
お
り
、
早
期
発
見
の
検
査
の

機
会
を
逸
し
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

性
感
染
症
は
感
染
し
て
も
無
症
状
で
あ
る
こ

と
が
多
く
、
検
査
し
な
け
れ
ば
治
療
に
結
び

つ
か
な
い
だ
け
で
な
く
、
知
ら
な
い
間
に
他
の

人
に
感
染
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

12
月
１
日
㈰
は「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」で
す
。

こ
の
時
期
に
合
わ
せ
て
、
南
筑
後
保
健
福
祉

環
境
事
務
所
（
保
健
所
）
で
は
、
多
く
の
人

が
相
談
・
検
査
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
臨
時

相
談
検
査
を
行
い
ま
す
。
検
査
は
無
料
・
匿

名
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
秘
密
厳
守
）。

あ
な
た
と
あ
な
た
の
大
切
な
人
を
守
る
た
め

に
、
保
健
所
で
検
査
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
検
査
場
所
・
日
時
等
】

①
福
岡
県
南
筑
後
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
八

女
分
庁
舎
２
階
（
県
八
女
総
合
庁
舎
内
）

◦
日
時
＝
11
月
25
日
㈪
13
時
～
15
時

※
予
約
必
要

②
福
岡
県
南
筑
後
保
健
福
祉
環
境
事
務
柳
川

本
庁
舎
（
柳
川
市
三
橋
町
）

◦
日
時
＝
12
月
８
日
㈰
14
時
～
16
時

※
予
約
不
要

①
②
共
通

◦
検
査
項
目
＝
Ｈ
Ｉ
Ｖ
（
エ
イ
ズ
）、
梅
毒
、

性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
、
淋
菌
※
Ｈ
Ｉ
Ｖ
と
梅
毒

に
つ
い
て
は
、
結
果
が
１
時
間
程
度
で
判
明
し

ま
す
。（
性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
と
淋
菌
の
結
果
は

１
週
間
程
度
で
判
明
し
ま
す
）。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

保
健
衛
生
課
感
染
症
係
（
☎
０
９
４
４・７
２・

２
８
１
２
）

　

若
い
世
代
か
ら
健
康
意
識
を
高
め
、

早
期
の
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
た
め

に
実
施
し
て
い
ま
す
。
職
場
等
で
健
診

を
受
け
る
機
会
の
な
い
人
は
、
ぜ
ひ
ご

自
身
の
今
の
健
康
状
態
を
確
認
し
て
み

ま
し
ょ
う
。
自
覚
症
状
が
な
い
か
ら
こ

そ
受
診
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◦
実
施
期
間
＝
11
月
30
日
㈯
ま
で

◦
対
象
者
＝
20
歳
～
39
歳
の
人
（
昭
和

55
年
４
月
１
日
～
平
成
12
年
３
月
31

日
生
ま
れ
の
人
）

◦
検
査
項
目
＝
身
体
計
測
・
血
圧
測
定
・

血
液
検
査
・
尿
検
査
・
心
電
図
等

◦
自
己
負
担
金
＝
千
円
※
生
活
保
護
受

給
者
の
人
は
生
活
保
護
受
給
証
明
書

の
提
示
で
無
料

◦
受
診
方
法
お
よ
び
予
約
＝

【
新
や
な
ぎ
健
診
ク
リ
ニ
ッ
ク
】

☎
２
３
・
６
９
７
７
（
電
話
受
付
時

間
は
月
～
金
曜
日
８
時
30
分
～
17
時
、

土
曜
日
８
時
30
分
～
12
時
）

【
集
団
健
診
】
予
約
専
用
電
話
☎
２
３
・

１
１
６
７
／
☎
２
４
・
９
０
３
９

※
集
団
健
診
の
日
程
に
つ
い
て
は
、
住

民
健
診
ガ
イ
ド
本
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課
（
☎
２

３
・
１
２
０
１
）　

　

八
女
市
在
住
の
20
歳
～
74
歳
の
人

でHbA1c

が
５・６
～
６・４（
境
界
型
）

で
糖
尿
病
の
治
療
を
し
て
い
な
い
人
を

対
象
と
し
た
教
室
を
行
い
ま
す
。

①
日
時
＝
11
月
29
日
㈮
10
時
～
12
時

（
受
付
・
健
康
チ
ェ
ッ
ク
９
時
30
分
～

９
時
50
分
ま
で
）

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
研
修
棟
１
階

　

第
２
研
修
室

◦
参
加
費
＝
無
料

◦
定
員
＝
30
人
（
要
申
込
）

◦
持
っ
て
く
る
物
＝
特
定
健
診
結
果
、

筆
記
用
具
、
八
女
市
健
康
ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド
（
お
持
ち
の
人
の
み
）

◦
内
容
＝
血
圧
測
定
な
ど
健
康
チ
ェ
ッ

ク
、
市
保
健
師
、
管
理
栄
養
士
に
よ
る

に
よ
る
糖
尿
病
予
防
と
食
事
に
つ
い
て

の
話
（
当
日
は
、
普
段
ご
自
身
が
食
べ

て
い
る
食
事
量
の
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
も
行

い
ま
す
）

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
市
健
康
推
進

課
（
☎
２
３
・
１
３
５
２
）

※
11
月
５
日
㈫
～
11
月
15
日
㈮
ま
で

に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

12
月
１
日
は「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」

エ
イ
ズ
臨
時
相
談
検
査
の
お
知
ら
せ

20
歳
代
・
30
歳
代
健
診
を
実
施
中
で
す
！

生
活
習
慣
病
予
防
教
室
（
糖
尿
病
予
防
）

　11 月９日から 11 月15 日まで
の１週間、全国一斉に秋季火災
予防運動が実施されます。
　11月になり、肌寒い季節になっ
てきました。皆さんの家庭でも暖
房器具を準備されたところも多
いのではないでしょうか。ストー
ブなど火気を取り扱う機会が増
え、空気も乾燥しますので、火
気を使用する際はその場から離
れず、目を離さないようにしましょ
う。また、ご家庭に設置の住宅
用火災警報器は正常に作動する
か一度点検してみましょう。設置
してから10 年経過したものは、
機器本体の交換を行いましょう。

秋
季
火
災
予
防

運
動
実
施

八
女
消
防
本
部
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実
施
し
て
い
な
い
診
療
所
も
あ

り
ま
す
の
で
、
か
か
り
つ
け
歯
科

医
院
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

◦
日
時
＝
11
月
７
日
㈭
～
11
月

13
日
㈬

◦
場
所
＝
八
女
筑
後
歯
科
医
師

会
会
員
診
療
所

◦
内
容
＝
無
料
歯
科
健
診
・
フ
ッ

素
塗
布 

※
要
予
約

◦
問
い
合
わ
せ
＝
か
か
り
つ
け
歯

科
医
院
ま
た
は
八
女
筑
後
歯
科

医
師
会
（
☎
２
４
・
４
８
２
９
）

お
知

ら
せ

　

八
女
特
産
の
野
菜
や
加
工
食

品
、
雑
貨
な
ど
を
軽
ト
ラ
ッ
ク
等

の
荷
台
で
販
売
し
ま
す
。
出
店

者
随
時
募
集
。

◦
開
催
日
＝
11
月
10
日
㈰
９
時

～
12
時
※
悪
天
候
の
場
合
中
止

◦
会
場
＝
八
女
観
光
物
産
館
と

き
め
き
駐
車
場

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
実
行
委
員
会

事
務
局
（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

　

参
加
自
由
（
無
料
）、
会
員
は

保
険
あ
り
（
年
５
０
０
円
）

◦
日
時
＝
11
月
10
日
㈰
８
時
、
兼

松
梅
の
里
公
園
（
団
地
東
側
）
集
合

◦
コ
ー
ス
＝
遠
久
谷
方
面

◦
問
い
合
わ
せ
＝
白
鳥
さ
ん

（
☎
３
７
・
０
０
３
８
）

　

11
月
11
日
は
日
本
書
紀
に
て

磐
井
が
亡
く
な
っ
た
日
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
古
代
日
本
の
英
雄
「
磐

井
」
を
顕
彰
す
る
た
め
に
11
月

11
日（
ま
た
は
こ
の
日
に
近
い
日
）

に
、
毎
年
岩
戸
山
古
墳
で
神
事

を
行
っ
て
い
ま
す
。
参
加
無
料
。

◦
日
時
＝
11
月
11
日
㈪
14
時
～

（
１
時
間
程
度
）

◦
場
所
＝
岩
戸
山
古
墳
大
神
宮

神
社
前

◦
問
い
合
わ
せ
＝
事
務
局 

太
郎

良
さ
ん
（
☎
２
４
・
１
２
２
８
）

　

今
回
は
「
世
界
を
旅
し
た
ス

ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ナ
ー
」
と
題
し
、

上
野
琢
也
さ
ん
（
パ
ー
ソ
ナ
ル
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
経
営
）
の
講
演
。

参
加
費
無
料
。
定
員
40
人
。

◦
日
時
＝
11
月
12
日
㈫
19
時
～

◦
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ・ケ
ア
プ
ラ
ン
金
太
郎
（
清

水
町
商
店
街
）☎
２
４
・
９
６
５
７

　

秋
の
夜
長
の
ひ
と
と
き
、
幾
種

類
も
の
ギ
タ
ー
が
織
り
な
す
、
県

内
唯
一
の
ギ
タ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

の
響
き
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
11
月
16
日
㈯
18
時
30
分

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女

◦
入
場
料
＝
千
円
（
当
日
１
２
０

０
円
）

◦
曲
目
＝
ボ
ヘ
ミ
ア
ン
・
ラ
プ
ソ

デ
ィ
、
ア
リ
エ
ッ
テ
ィ
・
ソ
ン
グ
他

◦
客
演
＝
愛
＆
エ
ル
ウ
ィ
ン・プ
ー

ル
ス
ト
ラ
（
ピ
ア
ノ
・
デ
ュ
オ
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
団
野
田
楽
長

（
☎
２
２
・
４
０
３
３
）

　

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
ピ
ア
ノ
に
よ

る
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
。

お
茶・コ
ー
ヒ
ー
付
き
。
上
陽
コ
ー

ラ
ス
あ
じ
さ
い
主
催
。

◦
日
時
＝
11
月
23
日
㈷
15
時
開

演
（
14
時
30
分
開
場
）

◦
場
所
＝
農
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー

◦
入
場
料
＝
▽
大
人
２
千
円
▽
高

校
生
以
下
千
円
▽
幼
児
無
料

◦
内
容
＝
《
曲
目
》「
タ
ラ
の
テ
ー

マ
」
風
と
共
に
去
り
ぬ
よ
り
《
メ

ン
バ
ー
》
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン 

福
留
敬

人
／
ピ
ア
ノ 

生
野
宏
美

◦
問
い
合
わ
せ
＝
牛
島
さ
ん
（
☎

０
９
０
・
７
４
７
０
・
２
９
５
０
）

◦
日
時
＝
11
月
24
日
㈰
８
時
40

分
～
14
時
30
分

◦
会
場
＝
上
妻
小
学
校
体
育
館

周
辺

◦
内
容
＝
①
上
妻
小
児
童
発
表

会
・
校
区
民
に
よ
る
演
芸
等
②

サ
タ
デ
ー
太
鼓
フ
ィ
ー
バ
ー
ズ
③

バ
ザ
ー（
19
団
体
予
定
）
④
福
祉

コ
ー
ナ
ー
（
献
血・健
康
診
断
等
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
上
妻
校
区
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
会
長
髙
山
さ
ん

（
☎
２
３
・
１
２
３
４
）

「
い
い
な
、い
い
歯
」
週
間
、
無

料
歯
科
健
診
・
フ
ッ
素
塗
布

立
花
自
然
と
歩
こ
う
会

八
女
軽
ト
ラ
市

磐
井
を
偲
ぶ
会

第
68
回
地
域
活
動
講
演
会

Ｕ
Ｇ
Ｅ
八
女
ギ
タ
ー
室
内

合
奏
団
第
48
回
定
期
演
奏
会

ほ
た
る
と
石
橋
の
街
コ
ン
サ
ー
ト

　江戸時代から続く森山絣工房の、森山虎雄・
哲浩親子による作品展です。正藍染め、手織
りの久留米絣の反物洋服、小物、絣系のニット
製品等の作品、約 200 点を展示・販売します。
入場無料。
◦日時＝ 11 月 2 日㈯～ 10 日㈰、９時～ 17 時、
最終日16 時まで

　1 粒の米に般若心経の 5000 文字を書く、極
小文字世界ギネスブック公認記録保持者石井
岳城の驚愕のミクロの世界と、えりすぐりの工
芸家３人（ミクロ工芸、べっ甲細工、染色物、
陶芸）による実演と作品展。入場無料。
◦日時＝ 11 月15 日㈮～ 24 日㈰９時～ 17 時、
最終日15 時まで※ 11 月18 日㈪休館

　春の訪れを
告げる夢たち
ばな観梅会を2

月15日㈯～ 2 月
23日㈰に、谷川梅林

において開催します。出店
を希望する人は、お申し込
みください。出店条件等が
ありますので、詳しいことは
お問い合わせください。
◦出店募集締切＝11 月 29
日㈮◦対象＝八女市内に在
住または市内に開業の事
業者◦申込・問い合わせ＝
立花町観光協会（☎ 37・
1055）

上
妻
ま
つ
り（
福
祉
の
つ
ど
い
）

八女伝統工芸館の催し
場所・問い合わせ＝同館（☎ 22・3131）

夢たちばな観梅会に
出店しませんか

久留米絣 森山虎雄・哲浩親子展

「石井岳城と仲間たち」～異色作家４人展～

も
よ
お
し
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ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
っ
て

　

地
域
の
お
知
ら
せ
チ
ラ
シ
の
作

り
方
の
コ
ツ
を
教
え
ま
す
。

◦
日
時
＝
12
月
３
日
㈫
・
４
日
㈬

（
全
２
回
）
10
時
～
12
時

◦
受
講
料
＝
千
円
（
テ
キ
ス
ト
代

別
途
必
要
）

《
①
②
③
共
通
》

◦
申
込
期
間
＝
先
着
順
で
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り

◦
場
所
・
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝

八
女
市
働
く
女
性
の
家
・
立
花

公
民
館
（
☎
３
７
・
１
５
２
２
）

※
平
日
８
時
30
分
～
17
時

　

日
頃
よ
り
、
私
た
ち
を
見
守
っ

て
く
れ
て
い
る
市
の
シ
ン
ボ
ル
で

も
あ
る
「
飛
形
山
」
を
き
れ
い
に

８
回
）９
時
～
12
時（
託
児
あ
り
、

先
着
５
人
）

◦
受
講
料
＝
無
料（
テ
キ
ス
ト
代・

問
題
集
代
２
１
６
０
円
必
要
）

◦
対
象
＝
簿
記
を
習
得
し
て
仕
事

の
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
を
し
た
い
人

②
Ｃ
Ｓ
エ
ク
セ
ル
３
級

　

Ｃ
Ｓ
エ
ク
セ
ル
３
級
の
検
定
試

験
合
格
を
目
指
す
講
座
。
全
８
回

で
合
格
で
き
る
よ
う
に
ポ
イ
ン
ト

を
押
さ
え
効
率
よ
く
学
び
ま
す
。

◦
日
時
＝
12
月
５
日
㈭
・７
日
㈯
・

10
日
㈫
・
12
日
㈭
・
14
日
㈯
・

17
日
㈫
・
19
日
㈭
・
21
日
㈯
（
全

８
回
）９
時
～
12
時（
託
児
あ
り
、

先
着
５
人
）

◦
受
講
料
＝
千
円（
テ
キ
ス
ト
代・

検
定
試
験
料
が
別
途
必
要
）

◦
対
象
＝
20
代
～
40
代
で
就
業

希
望
の
人

③
広
報
チ
ラ
シ
の
作
り
方
～
パ

　

毎
年
開
催
し
て
い
る
布
の
絵

本
講
座
。
今
年
は
布
の
お
も
ち
ゃ

を
作
り
ま
す
。
詳
細
は
図
書
館

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
館
内
ポ
ス
タ
ー

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。参
加
費
実
費
。

◦
日
時
＝
11
月
17
日
㈰
、
12
月
１

日
㈰
（
２
日
間
）
10
時
～
12
時

◦
会
場
＝
黒
木
開
発
セ
ン
タ
ー
保

健
相
談
室

◦
定
員
＝
先
着
15
人
（
２
日
間
と

も
受
講
可
能
な
人
）

◦
申
込
受
付
＝
図
書
館
全
館
に
て

受
付
中

◦
持
っ
て
く
る
も
の
＝
裁
縫
道
具

（
裁
ち
バ
サ
ミ
含
む
）、
筆
記
用
具

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
立
図
書

館
黒
木
分
館（
☎
４
２・０
４
０
０
）

◦
日
時
＝
11
月
23
日
㈷
13
時
受

付
、
13
時
30
開
会
（
90
分
）

◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
研
修
棟

２
階
第
３
研
修
室

◦
演
題
＝
「
万
葉
集
に
み
る
筑
紫

歌
壇
の
動
向
」（
仮
題
）

◦
講
師
＝
筑
紫
女
学
園
大
学
客

員
教
授 

森
弘
子
さ
ん

◦
定
員
＝
先
着
40
人
※
八
女
市

立
図
書
館
全
館
カ
ウ
ン
タ
ー
で
受

付
。
電
話
受
付
は
本
館
の
み
（
☎

２
２･

２
５
０
４
）

◦
参
加
費
＝
無
料

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
立
図
書

館
本
館
（
☎
２
２
・
２
５
０
４
）

　

パ
ズ
ル
を
組
み
合
わ
せ
る
よ

う
な
感
覚
で
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

作
成
が
可
能
なScratch

（
ス
ク

ラ
ッ
チ)

。Scratch

を
利
用
し
て
、

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
楽
し
く
体
験

し
て
み
ま
し
ょ
う
！

◦
日
時
＝
11
月
24
日
㈰
13
時
～

16
時

◦
場
所
＝
地
域
し
ご
と
づ
く
り
拠

点
施
設
（
南
仙
荘
：
黒
木
町
今
）

◦
対
象
者
＝
小
学
４
年
～
６
年
生

◦
定
員
＝
10
人
（
先
着
順
）

◦
費
用
＝
５
０
０
円
（
教
材
代
）

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
地
域
振

興
課
定
住
対
策
係
（
☎
２
４
・
８

１
６
２
）

①
日
商
簿
記
３
級

　

全
８
回
で
日
商
簿
記
３
級
の

検
定
試
験
合
格
を
目
指
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
12
月
２
日
㈪
・
６
日

㈮
・
９
日
㈪
・
11
日
㈬
・
16
日
㈪
・

18
日
㈬
・
20
日
㈮
・
23
日
㈪
（
全

し
ま
せ
ん
か
。
当
日
は
昼
食
に
だ

ん
ご
汁
等
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

◦
日
時
＝
12
月
１
日
㈰
９
時
30

分
～

◦
場
所
＝
飛
形
自
然
公
園

◦
内
容
＝
公
園
内
の
下
草
取
り
・

ご
み
拾
い
・
樹
木
へ
の
肥
料
散
布
等

◦
募
集
締
切
＝
11
月
15
日
㈮

◦
持
参
品
＝
草
刈
機
・
鎌
・
な
た
・

の
こ
ぎ
り
な
ど
（
お
持
ち
の
人
は

ご
協
力
く
だ
さ
い
）。作
業
し
や
す

い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◦
申
込
・問
い
合
わ
せ
＝
立
花
支

所
産
業
経
済
課
商
工
観
光
係

（
☎
２
３
・４
９
４
１
）

◦
日
に
ち
＝
12
月
２
日
㈪

◦
見
学
先
＝
北
九
州
市
安
川
電

機
ロ
ボ
ッ
ト
村
、
宗
像
大
社
（
ガ

イ
ド
付
き
）

飛
形
山
愛
樹
祭
参
加
者

産
業
観
光
見
学
ツ
ア
ー

初
め
て
のS

ス
ク
ラ
ッ
チ

cratch

講
座

八
女
市
働
く
女
性
の
家
・
立

花
公
民
館
講
座

図
書
館
講
座

「
万
葉
集
に
み
る
筑
紫
歌
壇
」

わ
く
わ
く
♪

布
の
お
も
ち
ゃ
講
座

教
室
・
講
座

募
　
集

【就業支援】筑後市で開催パソコン教室

　受講料無料（教科書代等実費）、公
共職業安定所長から受講あっせんを受
けることができ、関係職種へ就職を希
望する人等が対象です。申込にはハロー
ワークの窓口で、就職のための職業相
談を受けてください。

①パソコン初級科（短時間）4 期
◦内容＝ワード、エクセルのマスター等
◦期間＝1 月 8 日㈬～ 4 月 7 日㈫ 10
時 30 分～ 15 時 30 分（240 時間・3
か月）
◦選考日＝12 月11日㈬

② OA 簿記初級・中級連続養成科 4
期※託児サービスあり
◦期間＝1 月 8 日㈬～ 6 月 30 日㈫ 9
時 30 分～ 16 時 30 分（686 時間・6
か月）
◦選考日＝12 月12日㈭

①②共通
◦試験科目＝国語・数学・面接
◦訓練場所＝パソコンスクールＰＣ
ワークス（筑後市大字長崎 424 ／☎
0942・53・8851）
◦問い合わせ＝久留米高等技術専門校

（☎ 0942・32・8795）またはハローワー
クへ
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◦
募
集
人
員
＝
45
人

◦
参
加
費
用
＝
６
５
０
０
円

◦
乗
車
場
所
＝
黒
木
町
お
よ
び
八

女
市
内

◦
問
い
合
わ
せ
＝
黒
木
町
観
光
協

会
（
☎
４
２
・
９
１
９
０
）

　

毎
年
、
福
岡
県
男
女
共
同
参

画
の
日
（
11
月
第
4
土
曜
日
）

に
開
催
さ
れ
て
い
る
「
あ
す
ば
る

男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
。

◦
日
時
＝
11
月
23
日
㈷
10
時
30

分
（
八
女
市
役
所
清
水
町
駐
車

場
集
合
）

◦
場
所
＝
春
日
市
ク
ロ
ー
バ
ー
プ

ラ
ザ

◦
参
加
料
＝
無
料

◦
内
容
＝
▽
男
女
共
同
参
画
表
彰

式
▽
文
京
学
院
大
学
名
誉
教
授 

国
際
女
性
の
地
位
協
会
会
長 

山

下
泰
子
さ
ん
に
よ
る
講
演
会
▽
県

民
企
画
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

◦
定
員
＝
17
人
（
定
員
を
超
え
た

場
合
は
抽
選
）
※
11
月
15
日
㈮
ま

で
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦
申
込
＝
男
女
共
同
参
画
推
進

課
（
☎
２
３
・
１
３
１
４
）

　

実
際
の
法
廷
を
模
し
た
刑
事

模
擬
裁
判
を
、
検
察
官・弁
護
士・

裁
判
官
の
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
体

験
し
ま
す
。
参
加
無
料
。

◦
日
時
＝
11
月
30
日
㈯
13
時
～

17
時

◦
場
所
＝
久
留
米
大
学
法
学
部

法
廷
教
室
（
久
留
米
市
御
井
町
）

◦
定
員
＝
30
人
程
度
、
事
前
申

込
制
、
11
月
29
日
㈮
申
込
締
切

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県

弁
護
士
会
筑
後
部
会
（
☎
０
９

４
２
・
３
２
・
２
６
３
８
）

　

賃
金
未
払
い
、
解
雇
、
職
場

の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
い
っ
た
働
く

上
で
の
問
題
や
悩
み
、
疑
問
に
お

答
え
し
ま
す
。
相
談
内
容
に
よ
り

弁
護
士
相
談
も
行
い
ま
す
。
相

談
無
料
・
予
約
不
要
・
秘
密
厳
守
。

◦
日
時
＝
11
月
10
日
㈰
10
時
～

18
時
（
弁
護
士
に
よ
る
相
談
は

13
時
～
15
時
）

◦
相
談
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
福

岡
県
筑
後
労
働
者
支
援
事
務
所

（
☎
０
９
４
２
・
３
０
・
１
０
３
４
）

　

音
声
で
聞
い
て
読
む
「
音
声

デ
イ
ジ
ー
図
書
」、
画
面
を
み
な

が
ら
音
声
で
聞
い
て
読
む
「
マ
ル

チ
メ
デ
ィ
ア
デ
イ
ジ
ー
図
書
」
等

パ
ソ
コ
ン
や
ｉ
ｐ
ａ
ｄ
を
使
っ
た

新
し
い
読
書
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。
た
だ
し
、
福
岡
点
字
図

書
館
や
サ
ピ
エ
図
書
館
へ
の
登
録

に
は
、
視
覚
障
が
い
や
発
達
障
が

い
な
ど
で
視
覚
に
よ
る
表
現
の
認

識
が
困
難
な
本
人
と
な
り
ま
す
。

◦
日
時
＝
11
月
16
日
㈯
13
時
～

16
時
（
時
間
中
随
時
開
催
、
会

場
は
自
由
に
出
入
り
で
き
ま
す
）

◦
場
所
＝
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
１

階
福
岡
県
発
達
障
が
い
者
（
児
）

支
援
セ
ン
タ
ー
（
春
日
市
原
町
）

◦
参
加
費
＝
無
料

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡

点
字
図
書
館
（
☎
０
９
２
・
５

８
４
・
３
５
９
０
／
Qtenji.

cloverplaza@
gm

ail.com

）

　

交
通
事
故
解
決
ま
で
の
流
れ
、

保
険
請
求
手
続
、
後
遺
症
認
定

申
請
手
続
な
ど
に
つ
い
て
行
政
書

士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談

し
た
い
交
通
事
故
に
関
す
る
資
料

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。予
約
不
要
。

◦
日
時
＝
11
月
16
日
㈯
10
時
～

16
時

◦
場
所
＝
石
橋
文
化
会
館
２
階

（
久
留
米
市
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
行
政
書
士
会

（
☎
０
９
２
・
６
４
１
・
２
５
０
１
）

　

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴

力
、職
場
で
の
セ
ク
ハ
ラ
、ス
ト
ー

カ
ー
な
ど
女
性
に
関
す
る
人
権

問
題
を
人
権
擁
護
委
員
と
法
務

局
職
員
が
無
料
で
相
談
に
応
じ

ま
す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の

で
、
些
細
な
こ
と
で
も
、
一
人
で

悩
ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◦
期
間
＝
11
月
18
日
㈪
～
24
日
㈰

▽
平
日
８
時
30
分
～
19
時

▽
土
日 

10
時
～
17
時

◦
相
談
電
話
＝
☎
０
５
７
０
・
０

７
０
・
８
１
０
（
全
国
共
通
）

※
強
化
週
間
以
外
で
も
、
女
性

の
人
権
に
関
す
る
電
話
相
談
を

平
日
8
時
30
分
～
17
時
15
分
ま

で
（
そ
れ
以
外
は
留
守
番
電
話

対
応
）
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
法
務
局
人

権
擁
護
部
（
☎
０
９
２
・７
３
９
・

４
１
５
１
）

日
曜
労
働
相
談
会

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

交
通
事
故
無
料
相
談
会

ジ
ュ
ニ
ア
・
ロ
ー
ス
ク
ー
ル

２
０
１
９
in
筑
後
地
区

デ
イ
ジ
ー
図
書 

読
書
体
験
会

＆
発
達
障
が
い
者（
児
）相
談
会

相
　
談

　インバウンド受け入れ態勢強化を目的
に福岡県外国人観光客おもてなしセミ
ナーを開催します。
◦日時＝11月27日㈬ 14 時～ 16 時（受
付 13 時 30 分～）
◦場所＝八女伝統工芸館１階講義室
◦講師＝株式会社やまとごころ 九州支
部マネージャー 帆足千恵、株式会社ラ
イフブリッジ 東京事務所長 堀岡三佐子
◦参加費＝無料
◦定員＝先着 50 人
◦募集締切＝11月22日㈮ 17 時
◦内容＝【第 1部】「インバウンドの現
状と今後のプロモーション戦略」として、
福岡県の外国人観光客の受入の現状、
地域や個店に滞在してもらう仕組み、先
進的な事例の紹介。

【第 2 部】「外国人旅行者への対応力アッ
プ～英語の対応力アップと多言語化のコ
ツ」として、通じる英語・発音のポイント、
よくある質問やトラブルへの対応例、接
客英語（ロールプレイ）、個店での多言
語表記例。
◦申込・問い合わせ＝福岡県インバウン
ドセミナー事務局（株式会社やまとご
ころ）丸谷さん（☎ 03・5312・8314
／ N03・4333・7398 ／ Qfukuoka@
yamatogokoro.jp

福岡県外国人観光客
おもてなしセミナー あ

す
ば
る
男
女
共
同
参
画

フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
９
バ
ス
ツ
ア
ー
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利
用
し
た
い
人
は
必
ず
「
利
用

者
の
会
」（
事
前
登
録
必
要
）
に

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
12
月
利
用
者
の
会
＝
11
月
16

日
㈯

◦
時
間
・
学
校
名
＝
▽
13
時
30

分
～
（
福
島
小
、
長
峰
小
、
福

島
中
）▽
14
時
15
分
～（
八
幡
小
、

岡
山
小
、西
中
）
▽
15
時
～
（
上

妻
小
、
三
河
小
、
南
中
）
▽
15

時
45
分
～
（
忠
見
小
、
川
崎
小
、

見
崎
中
、
上
陽
北
汭
学
園
）

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体

育
館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

　

11
月
５
日
㈫
、
全
国
瞬
時
警

報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
※
）

を
用
い
た
緊
急
地
震
速
報
の
訓

練
が
全
国
各
地
域
で
実
施
さ
れ

ま
す
。
八
女
市
で
は
こ
の
訓
練
実

施
の
た
め
、
午
前
10
時
ご
ろ
、
Ｆ

Ｍ
ラ
ジ
オ
の
自
動
起
動
に
よ
り
大

音
量
で
放
送
が
流
れ
ま
す
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。（
※
）Ｊ
ア
ラ
ー

ト
と
は
地
震
・
津
波
や
武
力
攻

撃
等
の
緊
急
情
報
を
、
国
か
ら

人
工
衛
星
な
ど
を
通
じ
て
瞬
時
に

お
伝
え
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
防
災
安
全
課
生

活
安
全
係
（
☎
２
４
・
８
１
４
６
）

　

清
潔
で
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
、
空
き
缶
・
空
き
び
ん

（
散
乱
ご
み
を
含
む
）
の
回
収
を

行
い
ま
す
。
八
女
市
環
境
衛
生

協
議
会
主
催
。

◦
期
日
＝
11
月
17
日
㈰

◦
集
合
場
所
＝
【
八
女
地
区
】

▽
福
島
＝
市
役
所
▽
そ
の
他
＝
各

行
政
区
【
黒
木
全
地
区
・
立
花

全
地
区
・
上
陽
地
区
・
矢
部
地
区
】

＝
各
行
政
区
【
星
野
地
区
】
＝

各
地
区
集
会
所

※
各
地
区
に
よ
っ
て
集
合
時
間
、

場
所
が
異
な
り
ま
す
。
詳
細
は

隣
組
回
覧
を
ご
覧
に
な
る
か
、
各

行
政
区
長
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
参
加
者
に
は

参
加
賞
を
配
付
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
▽
協
議
会
事
務

局
本
庁
環
境
課
（
☎
２
３
・
１
４

６
２
）
▽
黒
木
支
所
（
☎
４
２
・

１
４
６
３
）
▽
立
花
支
所
（
☎
２

３・４
９
３
３
）
▽
上
陽
支
所
（
☎

５
４
・
２
２
１
８
）
▽
矢
部
支
所

（
☎
２
４
・
９
１
４
２
）
▽
星
野

支
所
（
☎
５
２
・
３
１
１
３
）

　

労
働
者
（
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ

ト
を
含
む
）
を
一
人
で
も
雇
っ
て

い
る
事
業
主
は
、
労
働
保
険
（
労

災
保
険
・
雇
用
保
険
）
に
加
入
す

る
こ
と
が
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
だ
加
入
手
続
き
が

お
済
み
で
な
い
事
業
主
は
、
労
働

者
が
安
心
し
て
働
け
る
職
場
作
り

と
安
定
し
た
事
業
経
営
を
図
る
た

め
所
轄
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
加
入

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
労
働
局
保

険
徴
収
課
（
☎
０
９
２
・４
３
４
・

９
８
３
５
）

11
月
は
「
労
働
保
険
適
用
促

進
強
化
月
間
」
で
す

第
40
回
空
き
缶・空
き
び
ん（
散

乱
ご
み
）
回
収
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

火災出火件数  5件 （29件）
救急出動件数 234件 （2,244件）
救急搬送人数 229人 （2,117人）

人身事故発生件数 21件 （222件）
傷　　者 30人 （288人）
死　　者 0人 （  2人）

※（　）内は 1 月からの累計

人口 63,007 (-107）
男 29,764  (-35)
女 33,243  (-72)

世帯数 24,951  (-62)
　※（　）内は前月比

出生 32 人 死亡 84 人
転入 178 人 転出 233 人

▼ 9 月の交通事故の状況

▼ 9 月の火災・救急の状況▼人口と世帯（9 月30日現在）

▼ 9 月の異動

納期限・口座振替日は12月2日㈪
納税は、安全便利な口座振替をご利用ください。
納期限内の納付にご協力ください。遅れると督
促状が発送され督促料や延滞金が発生します。
※納付書の再発行は担当課へご連絡ください。

◦国民健康保険税（5 期）
◦後期高齢者医療保険料（5 期）
◦介護保険料（5 期）
◦住宅使用料（11 月）
◦保育料（11 月）

11月に
納める
もの

【第 38 回絣の里巡りin 筑後】◦日時＝
11/9 ㈯ 9:00 ～ 17:00、10 ㈰ 9:00 ～
16:00 ◦場所＝熊野区公民館◦問＝筑
後市観光協会（☎ 0942・53・4229）

【第 9 回まかない飯グランプリ】◦日時
＝11/17 ㈰ 9:30 ～ 17:00 ※チケット販
売 9:00 ～◦場所＝筑後広域公園◦問
＝商工会議所（☎ 0942・52・3121）

【卑弥呼の火祭り】◦日時＝11/23 ㈷
10:00 ～ 20:30 ◦場所・問＝九州芸文
館（☎ 0942・52・6435）

【白秋祭水上パレード】◦日時＝11/1
㈮～ 3 ㈷ 18:00 ～ 21:00◦場所＝川下
りコース◦問＝柳川市観光案内所（☎
0944・74・0891）

【柳川よかもん祭】◦日時＝11/23 ㈷
～ 24 日㈰ 10:00 ～ 16:00 ◦場所＝柳
川庁舎◦問＝商工・ブランド振興課（☎
0944・73・8111）

【ショートショートフイルムフェスティバル】
◦日 時 ＝11/2 ㈯ 17:00 ～ 21:00、3 ㈷
11:00 ～15:00◦場所＝ヴィラベルディ◦
問＝インテリア課（☎ 0944・85・5570）

【まるごとみやま秋穫祭】◦日時＝
11/23 ㈷ 10:00 ～、24 ㈰ 9:30 ～◦場
所＝みやま市役所駐車場周辺◦問＝商
工観光課 ( ☎ 0944・64・1523）

【道の駅おおき 秋の実り感謝祭】◦日時
＝11/10 ㈰ 10:00 ～16:00◦場所・問＝
道の駅おおき（☎ 0944・75・2150）

【第 28 回ひろかわ古墳まつり】◦日時
＝11/10 ㈰ 9:00 ～ 15:00 ◦場所＝石
人山・弘化谷古墳公園◦問＝同実行委
員会（☎ 32・5555）

みやま市

大木町

広川町

大川市

柳川市

緊
急
地
震
速
報
の
訓
練

小
・
中
学
校
の
体
育
施
設
利
用

一
　
般
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予約

無料法律相談
◦11月21日㈭ 、12 月5日㈭／ 相談
　13:00 ～16:00 ／場所・法務局八女支
　 局（収入等一定額以下等の条件あり）
　※予約・法テラス福岡☎ 050・
　3383・5502（平日9:00 ～ 17:00）
�◦11 月 8 日㈮ 13:30 ～ 16:00　
　／社会福祉会館※予約☎ 23・0294
◦11月15 日㈮ 13:30 ～ 16:00　
　／ふじの里（黒木）※予約☎ 42・2131
◦11 月 22 日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
　※予約☎ 54・3629
◦11 月15 日㈮ 10:00 ～ 12:00 ／八女
　商工会議所※予約☎ 22・5161
女性相談（働く女性の家☎37・1522）
◦11月20日㈬ 9:30 ～ 11:30
　／働く女性の家（立花）
なんでも人権相談

（法務局☎23・2603）
◦11月1日㈮13:00 ～ 16:00
　／社会福祉会館
行政相談（総務課☎23・1111）
◦11月7日㈭ 13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦11月20日㈬  9:30 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦11月11日㈪ 13:30 ～ 16:00
　／立花市民センター 2階
◦11月12日㈫ 13:00 ～ 15:30
　／地域福祉センター（上陽）
司法書士相談（社協☎23・0294）
◦11月15日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦11月8日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／ふじの里（黒木）
心配ごと相談（社協☎23・0294）
◦11月6日㈬、20日㈬ 
　13:30 ～ 16:00 ／社会福祉会館
◦11月20日㈬ 9:30 ～ 12:00　
　／ふじの里（黒木）
◦11月13日㈬ 9:30 ～ 12:00
　／かがやき（立花）
◦11月27日㈬ 13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）

日本政策金融公庫相談会
◦11月1日㈮13:00 ～ 15:00
　／八女商工会議所 
定例税務相談会（毎月第2月曜日）
◦11月11日㈪10:00 ～ 15:00
　／八女商工会議所 
経営支援相談会
◦11月18日 ㈪13:30 ～ 16:30 ／ 八
女商工会議所 ※予約☎22・5161
補聴器の修理と相談

（福祉課☎23・1335）
◦11月19日㈫ 13:00 ～ 14:30
　／八女市役所
◦11月8日㈮・19日㈫ 10:00 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦11月19日㈫ 10:00 ～ 12:00
　／かがやき（立花）
◦11月14日㈭ 9:00 ～ 10:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦11月28日㈭ 10:00 ～ 12:00
　／星野支所
生活困窮者の自立支援相談

（福祉課生活支援係☎23・1350）
生活保護に至る前のさまざまな事情
で困っている方はご相談ください。
◦��平日 8:30 ～ 17:00
女性のための相談

（男女共同参画推進課☎23・1314）
夫や恋人からのDV、夫婦間・男女間の
問題、セクハラなどご相談ください。
◦�平日 9:00 ～ 17:00
年金相談
久留米年金事務所のお客様相談室へ。
予約をすれば待ち時間が少なくなりま
す。※基礎年金番号をお知らせください。
◦�月曜（休日の場合は翌日） 8:30 ～

19:00 ／火曜～金曜8:30 ～ 17:15 ／
毎月第2土曜日9:30 ～ 16:00

　※予約（☎0942・33・6215）
家庭児童相談室
◦平日 9:30 ～ 16:00 ／市役所内
　※予約（☎23・1448）
こころの健康相談

「気が落ち込む」「家族の飲酒問題」「子
どもが引きこもり」などの心配事は一人

で考えず、専門家に相談してください。
◦�第1 ～第4月曜日 14:30 ～ 16:00 ／

南筑後保健福祉環境事務所分庁舎
（八女総合庁舎）

　※予約☎0944・72・2176
弁護士多重債務・労働問題・DV被害相談
◦�毎週火曜 13:30 ～ 16:00 ／社会福祉

会館※予約☎0942・30・0144
消費生活相談（来訪または電話相談）
◦�月～金曜 8:30 ～ 16:30 ／八女市消

費生活センター☎23・1183
消費生活無料法律相談
◦11月19日㈫ 13:00 ～ 16:00
　／八女市消費生活センター
　※予約 ☎23・1183
教育相談
◦�平日9:00 ～ 17:00 ／八女市教育委

員会☎0120・784・110

教育相談
◦�無休・24時間受付／南筑後教育事

務所※予約☎0942・52・4949
養育費相談
◦�平日9:00 ～ 17:00、 第1・ 第3土日

9:00 ～ 16:00 ／ひとり親サポートセ
ンター☎092・584・3931

やめ女性ホットライン
◦�平日10:00 ～17:00/☎092・513・7337
福岡県あすばる女性相談ホットライン
◦�平日9:00 ～ 17:00、金曜のみ18時～

20時30分も可／☎092・584・1266
福岡県配偶者からの暴力相談
◦�月～金17:00 ～ 24:00、土日祝9:00

～ 24:00 ／☎092・663・8724
難病ホットライン
◦�平日8:30 ～ 17:15 ／南筑後保健福祉

環境事務所（☎0944・72・2610）

電 話 相 談

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

相談はお気軽にどうぞ

◦八女地域包括（本庁内）　     ☎23・1203
◦黒木地域包括（黒木支所内）  ☎42・1119
◦立花地域包括（立花支所内）  ☎24・8922

◦上陽地域包括（上陽支所内）  ☎24・8315
◦矢部地域包括（矢部支所内）  ☎24・9011
◦星野地域包括（星野支所内）  ☎24・8212

高齢者総合相談窓口
（平日8:30 ～ 17:15）
【地域包括支援センター】

広報八女 2019.11.123

献血にご協力ください
八女市献血推進協議会（☎23・0294）

【上妻地区】
◦日時＝11月24日㈰
   10:00 ～ 12:30、 13:30 ～ 15:00
◦場所＝上妻まつり ポピー製紙



▽
こ
の
度
の
台
風
19
号
に
よ
り
、
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た

方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
被
害
を
受
け
ら

れ
た
方
々
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
一
日
も
早

い
復
興
を
願
い
、
八
女
市
と
し
て
は
被
災
地
に
ど
の
よ
う
な

支
援
が
で
き
る
の
か
検
討
し
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
▽
さ
て
、
最
近
、
南
北
朝
時
代
の
歴
史
を
振

り
返
り
、
関
係
自
治
体
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
な
げ
て
い
こ

う
と
い
う
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
10
月
14
日
、
熊

本
県
菊
池
市
で
「
南
北
朝
・
菊
池
一
族
歴
史
街
道
推
進
連
絡

協
議
会
」（
菊
池
市
・
八
女
市
・
久
留
米
市
・
小
郡
市
・
う

き
は
市
・
大
刀
洗
町
）
が
発
足
し
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
に

発
足
し
た
「
全
国
南
朝
の
歴
史
資
産
等
所
在
市
町
村
活
性

化
協
議
会
」（
会
員
13
市
町

村
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
３
市
町
）

も
奈
良
県
吉
野
町
で
９
月
に

総
会
が
行
わ
れ
、
来
年
度
は

八
女
市
で
総
会
を
開
催
す
る

運
び
と
な
り
ま
し
た
。
南
北

朝
終
焉
の
地
で
あ
る
八
女
市

に
は
、
懐
良
親
王
や
良
成
親

王
関
係
の
た
く
さ
ん
の
歴
史

遺
産
が
残
り
、
ま
た
五
條
家

を
始
め
と
す
る
親
王
に
仕
え

た
人
々
の
子
孫
も
数
多
く
お

ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
歴
史

遺
産
を
よ
み
が
え
ら
せ
、
関

係
自
治
体
と
連
携
し
て
活
性

化
へ
と
つ
な
い
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

南北朝関係
自治体と連携

市長コラム61

菊池市で開催された南北朝・菊池一族歴史街道推進連絡会で

おたんじょうびおめでとう

おたんじょうびおめでと
う！これからも元気に大
きくなってね♡

中原 瑞
みず

仁
と

 ちゃん

Ｈ30年11月2生（亀甲）

元気いっぱいゆりちゃん
大好きだよ♡これからも
兄妹仲よく育ってね♡

甲木 友
ゆ

里
り

菜
な

 ちゃん

Ｈ30年11月10日生（立花町）

佐藤 駿
しゅんき

樹 ちゃん

Ｈ30年11月19日生（上陽町）
森田 悠

ゆう

 ちゃん

Ｈ30年11月19日生（国武）

ニコニコ笑顔の彩生☆元
気に大きく育ちますよう
に！

清水 彩
さ

生
き

 ちゃん

Ｈ30年11月10日生（納楚）

せなくん 1 歳おめでと
う♡お兄ちゃんと仲良く
ね！大好きだよ♡

田中 扇
せ

叶
な

 ちゃん

Ｈ30年11月3日生（柳瀬）

祝 1歳おめでとう。兄弟
仲良くすこやかに成長し
てね。

中村 碧
あお

志
し

 ちゃん

Ｈ30年11月5日生（立花町）

みんなに笑顔をありがと
う♡お姉ちゃんと一緒に
歌をきかせてね♡

髙橋 里
り

歌
か

 ちゃん

Ｈ30年11月11日生（蒲原）

山口 才
さい

蔵
ぞう

 ちゃん

Ｈ30年11月21日生（本村）

はじめてのおたんじょう
びおめでとう♡えがおで
元気に育ってね♡

1歳おめでとう！これか
らも、すくすく元気に育っ
てね♡

祝 1歳♡はるちゃん生ま
れてきてくれてありがと
う♡大好きです♡

近藤 咲
さ

都
つ

希
き

 ちゃん 石田 大
や ま と

和 ちゃん 今里 晴
はる

紀
き

 ちゃん

Ｈ30年11月26日生（前古賀） Ｈ30年11月28日生（室岡） Ｈ30年11月29日生（宮野）

直花の笑顔はみんなの癒
やしです。生まれてきて
くれてありがとう！

久保山 直
なお

花
か

 ちゃん

Ｈ30年11月14日生（忠見）

いつも笑顔の皓ちゃん。
これからもたくさん笑っ
て大きくなろう！

平井 皓
こう

惺
せい

 ちゃん

Ｈ30年11月5日生（岩崎）

お誕生日おめでとう。元
気いっぱい健やかにスク
スク大きくなあれ。

堤 朱
ら

星
ら

 ちゃん

Ｈ30年11月7日生（馬場）

1 歳おめでとう♡お姉
ちゃんと仲良くキラキラ
笑顔で育ってね♡

松尾 拓
たく

海
み

 ちゃん

Ｈ30年11月14日生（本村）

お兄ちゃんと仲良く元気
に育ってね♡いつも笑顔
をありがとう！

永里 樹
いつき

 ちゃん

Ｈ30年11月18日生（稲富）

1 歳おめでとう。これか
らも元気にすくすく育っ
てね♡

大瀬 楓
か

乃
の

 ちゃん

Ｈ30年11月9日生（本町）

満１歳のお子さまの写真を募集しています（ただし、市内に住民登録があるか実際に住んでいる人に限る）。氏名・生
年月日・住所・簡単なコメント（30字以内）・電話番号を添えて、誕生日前月の7日までに直接お持ちいただくか、郵送
でお申し込みください。応募多数の場合は先着順となります。●申し込み＝企画政策課秘書広報係（☎23・1110）

毎日笑顔をありがとう！
お兄ちゃんと仲良く元気
に育ってね！

お誕生日おめでとう。悠
くん大好き♡すくすく元
気に育ってね！

お誕生日おめでとう♡元
気にすくすく育ってね。
大好きだよ。
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▼
取
材
で
色
と
り
ど
り
の
ダ
リ

ア
を
目
に
し
ま
し
た
。そ
の
中
で

も
、
美
し
さ
と
怖
さ
を
兼
ね
備

え
た
、
黒
紫
色
の
ダ
リ
ア
の
存

在
感
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。（
Ｙ・

Ｎ
）

▼
木
々
の
紅
葉
や
コ
ス
モ
ス
の

開
花
に
秋
の
訪
れ
を
感
じ
て
い

ま
す
。
自
然
の
中
に
季
節
の
移

り
変
わ
り
を
感
じ
ら
れ
る
の
は

八
女
の
魅
力
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。（
Y
・
Y
）

▼
今
年
は
蒸
し
暑
い
日
が
続

き
、更
衣
の
準
備
が
で
き
て
い
な

い
ま
ま
11
月
を
迎
え
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、あ
っ
と
い

う
間
の
日
暮
れ
の
早
さ
に
晩
秋

を
感
じ
て
い
ま
す
。（
Ｋ
・
Ｓ
）
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